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大口
誕生

1906年に『大口村』が誕生してから100年―

大口はさらなる未来へと歩み続けます―



日 月 火 水 木 金 土
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伊藤整形・内科クリニック

つくしこどもクリニック

石田整形外科

山田外科内科

柳瀬病院

宮川クリニック

さくら病院

・10か月児健診（12）
・歩く健康のつどい（12）

・中保園庭開放（15）

・4か月児健診（12）
・ブックスタート（19）
・心配ごと相談（20）
・登記相談（20）

・歩く健康のつどい（12）

・盆踊り講習会（21）
・御桜乃里夏祭り（25）

・おはなしひろば（19）
・社会を明るくする運動
　ビデオ上映会（23）

・革工芸体験教室（21） ・健康相談（12）
・ひだまりの会（12）
・乳児ＢＣＧ（10）
・家庭児童相談（20）

・パパママ教室（12）
・健康相談（12）
・ひだまりの会（12）

・普通救命講習会（8）
・盆踊り講習会（21）

・遺跡めぐり（9）

・健康相談（12）
・さくら大学（21）

・健康相談（12）
・胃がん検診（10）
・中保園庭開放（15）

・献血（22）

・子育て相談室（12）
・南保園庭開放（15）

・母子健康手帳交付説明会（12）
・西保園庭開放（15）
・厚生年金相談（20）

・1歳6か月児健診（12）・歯科健診（12）
・らくらく離乳食教室（12）
・心配ごと相談（20）
・法律相談（20）
・多重債務者相談（20）

・3歳児健診（12）
・心配ごと相談（20）
・多重債務者相談（20）
・マミーズルーム（24）

・子育て相談室（12）
・南保園庭開放（15）
・西保園庭開放（15）
・北保園庭開放（15）

・乳がん検診（10）
・子宮がん検診（10）
・心配ごと相談（20）

・母子健康手帳交付説明会（12）
・しなやかお達者の会（12）
・厚生年金相談（20）

・しなやかお達者の会（12）
・北保園庭開放（15）
・消費生活相談（20）

休休
日日
診診
療療

診
療
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
　
午
後
２
時
か
ら
５
時

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー（
夜
間
）

2
０
５
８
６
―

72
―

１
１
３
３

NO.569

▲早く大きくなるといいね♪

※（ ）内はページ数です　※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください

月　日   

7月2日

9日

16日

17日

23日

30日

8月6日

電　話  

95-0600

92-1100

93-5533

95-6711

93-5858

93-7771

93-8372

　　病院・医院名

つくしこどもクリニック

石田整形外科

山田外科内科

さくら病院

柳瀬医院

宮川クリニック

久永内科クリニック

納期限
　税務課収納窓口の延長　28日（金）午後7時まで
　開設　2日（日）、30日（日）午前10時から午後2時

●固定資産税（2期）
●国民健康保険税（3期）
●介護保険料（3期）
●下水道受益者負担金（全期前納・1期）

7月31日（（月）
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問合せ先
ほほえみプラザ2階
地域振興課
294―0530

訪
問
日
時

４
月
２９
日
G

れ
ん
げ
ま
つ

り
参
加
活
動
中

●
夢
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
追
っ
て

ひ
ょ
い
と
生
き
物
に
触
れ
合
え
る
。
見

知
ら
ぬ
人
と
の
出
会
い
も
自
然
。
な
ん
と

い
う
開
放
感
！
な
ん
と
い
う
安
ら
ぎ
！
い

つ
か
こ
の
緑
の
ス
テ
ー
ジ
で
踊
る
ん
だ

っ
！
互
い
に
か
け
あ
う
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

「
あ
ん
ば
よ
う
し
と
な
り
ゃ
ー
よ
！
」

そ
ん
な
夢
を
追
い
な
が
ら
「
輝
く
水
と
緑

元
気
な
暮
ら
し
広
が
る
」
ま
ち
づ
く
り
・
ひ

と
づ
く
り
に
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

●
心
に
残
っ
て
い
る
活
動

▼
縄
な
い
練
習

「
ど
〜
し
て
そ
ん
な

に
も
一
心
に
！
」
参
加
し
た
誰
も
が
夢
中

に
。
▼
ド
ン
グ
リ
拾
い

「
ド
ン
グ
リ
を

拾
っ
て
、
そ
っ
と
祈
っ
て
土
な
か
に
…
あ

っ
、
芽
が
出
て
る
！
」
ま
た
や
ろ
う
ね
っ
。

活
動
目
的

ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
（
平

成
１７
年
８
月
結
成
）

問
合
せ
先

寺
澤
眞
知
子
（
都
市
開
発
課
経
由
）

▲れんげまつりでの活動　あれっ、町長さん？

大
口
ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
「
太
助
」
が
、
町
内
の
活
動
団
体

を
訪
問
し
、
そ
の
奮
闘
ぶ
り
を
お
伝
え
し
ま
す
。
太
助
で
は

活
動
団
体
の
情
報
を
整
備
し
て
い
ま
す
。「
ま
ち
づ
く
り
案

内
処
」（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
ロ
ビ
ー
、
火
・
金
曜
日
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、
2
９４
―

１
９
７
２
）
へ
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
活
動
団
体
登
録
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

訪
問
し
ま
し
た

「G
enki

森
も
り
」
さ
ん

「Genki森もり」から［聞いてね・見てね］
タブノキの実拾い（夏）
ドングリ拾いツアー（秋）
縄ない講習（冬） 植樹祭　などを企画中です。
ぜひご参加ください！メンバーも募集中！

「太助」から―
「ドングリを土に埋めて、大事に見守って半年。だ

から芽が出た時はすごく嬉しい…」
そう話されるメンバーさんの表情がとっても素敵で

した！活動が広がることを願っています。

訪
問
日
時

５
月
１０
日
D

「
に
こ
に
こ

エ
ア
ロ
」
活
動
中

●
余
暇
へ
の
手
助
け

「
余
暇
」
人
に
と
っ
て
そ
れ
は
自
分
を

取
り
戻
す
時
、
明
日
の
活
力
を
養
う
時
。

だ
か
ら
必
要
な
も
の
。
だ
れ
に
も
、
障
害

者
に
も
。
彼
ら
の
い
き
い
き
輝
く
余
暇
へ

の
ほ
ん
の
手
助
け
。「
み
ん
な
で
進
め
る
自

立
と
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
」
し
っ
か
り
帆
を

張
っ
て
続
け
て
い
き
ま
す
。

●
活
動
の
状
景

▼
に
こ
に
こ
エ
ア
ロ

手
と
足
が
バ
ラ
バ

ラ
？
で
も
体
を
動
か
す
の
は
と
っ
て
も
楽

し
い
！
理
解
し
て
く
れ
る
先
生
や
仲
間
と

一
緒
だ
か
ら
不
安
は
な
い
よ
。
▼
ジ
ョ
ギ

ン
グ

冷
た
い
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
楽
し

そ
う
に
走
り
出
す
子
た
ち
。
総
勢
６０
人
、

雨
中
の
桜
並
木
を
仮
装
し
て
走
り
ま
し
た
。

活
動
目
的

障
害
者
の
余
暇
活
動
支
援

（
平
成
１７
年
７
月
結
成
）

問
合
せ
先

木
野
弓
子

2
９５
―

２
７
７
７

訪
問
し
ま
し
た

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
お
お
ぐ
ち
」
さ
ん

「SHIPおおぐち」から［聞いてね］
「障害を知ろう！連続講座」を企画しています。（詳

しくは17ページをご覧ください）ご参加お待ちしてい
ます。また、季刊「ニューズレターSHIP」を発行して
います。「まちづくり案内処」にもありますので、ぜひ
お読みください。

「太助」から―
日頃ふれあいのない障害ある方たちとも、自然に接

することができる―。
そんな状況が生まれれば、また一歩「暮らしよいま

ち」となるのでしょうね。
▲「にこにこエアロ」の風景
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▲校庭中庭イメージ図

「大口町立大口中学校」「大口町立大口中学校」「大口町立大口中学校」
みんなでつくる　明日の学校みんなでつくる　明日の学校みんなでつくる　明日の学校

新生新生新生

～平成～平成2020年4月開校月開校～平成20年4月開校
明日の学校づくり検討委員会明日の学校づくり検討委員会
明日の学校づくりプロジェクト明日の学校づくりプロジェクト
明日の学校づくり検討委員会
明日の学校づくりプロジェクト

あしたあしたあした

▲教科教室棟3階廊下▲ランチルーム

▲校舎模型

　いよいよ　いよいよ7月中旬頃から工事が始まります。月中旬頃から工事が始まります。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　なお、役場玄関ホールに、新「大口中学校」の　なお、役場玄関ホールに、新「大口中学校」の
模型、鳥かん図、完成イメージ図を展示してい模型、鳥かん図、完成イメージ図を展示してい
ますので、ぜひご覧ください。ますので、ぜひご覧ください。

　いよいよ7月中旬頃から工事が始まります。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　なお、役場玄関ホールに、新「大口中学校」の
模型、鳥かん図、完成イメージ図を展示してい
ますので、ぜひご覧ください。

問合せ先 中央公民館2階
学校教育課　295-4446

※統合中学校名は、町議会において「大口町立大口中学校」と承認されました。※統合中学校名は、町議会において「大口町立大口中学校」と承認されました。
　皆さんからの多数のご意見、どうもありがとうございました。　皆さんからの多数のご意見、どうもありがとうございました。
※統合中学校名は、町議会において「大口町立大口中学校」と承認されました。
　皆さんからの多数のご意見、どうもありがとうございました。



地域の子どもは地域で守る
町
内
３
小
学
校
に
対
し

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
設
置

警
察
Ｏ
Ｂ
　
石
田
靖
男
さ
ん
（
秋
田
）

近
年
、
登
下
校
中
の
児
童
に
対
し
、
連
れ
去
り
や
声
掛
け
な
ど

か
ら
殺
害
に
至
る
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。
大
口
町
も
ま
た
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
本
町
で
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
住
民
の
方
に
、「
校
区
あ
ん
し
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
団
」

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
は
、

平
成
１７
年
度
か
ら
「
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事

業
」
を
実
施
し
、
平
成
１８
年
度
に
は
本
町
３
小
学
校
に
対
し
、
更

な
る
安
全
確
保
の
た
め
に
警
察
Ｏ
Ｂ
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
石
田
靖
男
さ
ん
（
秋
田
）
が
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
守
り
ま
す
。

地
域
の
「
目
」
が
犯
罪
を
く
い
止
め
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
公
民
館
２
階
　
学
校
教
育
課
　
2
９５
―

４
４
４
６▲顔を見たら声をかけてくださいね！
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
一
日
…

「
こ
ん
に
ち
は
！
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
元
気
で
す
か
？
」

「
耳
が
遠
な
っ
た
で
あ
ん
ま
り
聞
こ
え
ん

し
、
足
も
痛
い
し
、
あ
ん
ま
り
良
う
な
い

わ
。
少
し
年
を
取
り
過
ぎ
た
で
よ
ぉ
。
と

こ
ろ
で
あ
ん
た
、
今
日
は
何
の
用
事
で
い

り
ゃ
あ
た
？
」

「
今
年
の
４
月
か
ら
介
護
保
険
の
制
度
が
変
わ

り
ま
し
た
。
制
度
の
変
更
に
よ
り
、
大
口
町

に
も
高
齢
者
や
家
族
の
相
談
に
応
じ
た
り
、

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
お
こ
な

う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
今
日
は
そ
の
ご
説
明
に
あ
が

り
ま
し
た
。」

「
ほ
う
か
、
ご
苦
労
さ
ん
だ
ね
。」

「
い
え
い
え
、
い
い
で
す
よ
。
町
内
で
介
護
保

険
の
要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
が
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

る
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
方
が
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

作
成
に
関
す
る
契
約
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
だ
だ
し
、
業
務
の
一
部
を
介
護
支
援
事

業
所
に
委
託
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。」

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ち
ょ
。
耳
が
遠
い
で
、

よ
ぅ
わ
か
ら
ん
で
よ
ぉ
。
ま
た
、
若
い
も

ん
が
お
る
と
き
に
来
て
ち
ょ
う
。」

「
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
で
も
私
の
顔
だ
け
は
覚
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
ね
。」

「
わ
し
の
長
生
き
の
秘
訣
は
、
小
さ
い
こ
と

に
く
よ
く
よ
せ
ず
ほ
が
ら
か
に
暮
ら
す
こ

と
だ
で
よ
ぉ
。
些
細
な
こ
と
は
す
ぐ
忘
れ

る
で
よ
ぉ
。
あ
ん
た
の
顔
は
、
覚
え
と
る

か
な
ぁ
？
」

「
私
の
顔
は
些
細
な
こ
と
で
す
か
（
泣
）」

「
冗
談
だ
わ
（
笑
）
細
か
な
こ
と
に
く
よ
く

よ
し
や
ぁ
す
な
。
長
生
き
で
き
ん
よ
ハ
ハ

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
…
。」

「
長
生
き
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
！
」

1Vol.
平成18年4月から介護保険法の改
正に伴い、大口町地域包括支援セ
ンターが新しく設置されました。地域
包括支援センターは、高齢者やその
家族の総合相談や支援、介護予防
ケアマネージメント等をおこないます。

問合せ先 ほほえみプラザ2階
地域包括支援センター
294-2227
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税
額
は
、『
医
療
分
と
介
護
分
の
①
＋

②
＋
③
＋
④
の
合
計
額
』
で
す
。

７
月
１０
日
B
発
送
予
定
の
第
３
期
納
税

通
知
書
が
届
い
た
ら
、
必
ず
納
期
限
内
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
方
は
、
各
納
期
の
末
日
が
振
替
日
と
な

り
ま
す
。

税税
額額
とと
納納
期期

所得割①

資産割②

均等割③

平等割④

◎最高限度額は、医療分が53万円、介護分が8万円です。

　　　  医療分

（前年の所得ー33万円）
　　　　　　　　×  6.0％

課税年度の固定資産税額
　　　　　　　　×15.0％

　被保険者数×31,200円

　1世帯当たり  31,200円

　　　  介護分

（前年の所得ー33万円）
　　　　　　　　×  0.8％

 課税年度の固定資産税額
　　　　　　　　×  3.5％

　被保険者数 × 7,200円

　 1世帯当たり  6,600円

問
合
せ
先

役
場
　
保
険
年
金
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
５
３

本
算
定
以
降
の
納
期

◎
第
３
期

７
月
１
日
か
ら
７
月
３１
日

◎
第
４
期

８
月
１
日
か
ら
８
月
３１
日

◎
第
５
期

９
月
１
日
か
ら
１０
月
２
日

◎
第
６
期

１０
月
１
日
か
ら
１０
月
３１
日

◎
第
７
期

１１
月
１
日
か
ら
１１
月
３０
日

◎
第
８
期

１２
月
１
日
か
ら
１２
月
２５
日

◎
第
９
期

１
月
１
日
か
ら
１
月
３１
日

◎
第
１０
期

２
月
１
日
か
ら
２
月
２８
日

私たちは、いつどこで病気やけがに見舞われるかわかりません。
国民健康保険は、そんな時に備えて、加入者がそれぞれ保険税を出し合い、医療
費の支払に充てようという相互扶助を目的とした制度です。
国民健康保険税が正しく納められなければ、この制度自体が破綻してしまいます。
必ず納期内に納めるようにしましょう。

1818

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ

―

平
成
　
年
度
の

平
成
　
年
度
の
税
額
が
決
定
し
ま
し
た

税
額
が
決
定
し
ま
し
た

平
成
　
年
度
の
税
額
が
決
定
し
ま
し
た

18

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ

―
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左
の
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

は
、
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

印
か
ん
、
国
民
健
康
保
険
証
、

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
、
減
免

理
由
が
証
明
で
き
る
書
類

世
帯
の
所
得
が
一
定
基
準
を
下
回
る
場

合
に
は
、
均
等
割
お
よ
び
平
等
割
に
限
り
、

保
険
税
を
軽
減
し
ま
す
。
左
の
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

２
割
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
該
当
と
思
わ
れ
る
世
帯
に

は
、
６
月
２２
日
E
に
申
請
書
を
送
付
し
ま

し
た
の
で
、
必
ず
７
月
１８
日
C
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
日
を
過
ぎ
た
申
請
は
、
受
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

印
か
ん
、
国
民
健
康
保
険
証
、

国
民
健
康
保
険
税
２
割
軽
減
申
請
書

軽軽
　　
減減
　　
制制
　　
度度

減減
　　
免免
　　
制制
　　
度度

国保
加入者数

1人

2人

3人

4人

2人

3人

4人

1人

2人

3人

4人

均等割

 21,840円

 43,680円

 65,520円

 87,360円

 31,200円

 46,800円

 62,400円

   6,240円

 12,480円

 18,720円

 24,960円

平等割

 21,840円 

15,600円

  6,240円

均等割

   5,040円

 10,080円

 15,120円

 20,160円

   7,200円

 10,800円

 14,400円

  1,440円

  2,880円

  4,320円

  5,760円

平等割

   4,620円 

  3,300円

  1,320円

加入者全員の
所得合計

  330,000円以下

   575,000円以下

   820,000円以下

1,065,000円以下

   680,000円以下

1,030,000円以下

1,380,000円以下

1,730,000円以下

７
割
軽
減

５
割
軽
減

２
割
軽
減
（
要
申
請
）

医療分 介護分

軽減額 軽減額

注意！ 軽減制度・減免制度ともに無申告者は対象になりません。必ず申告をしてください。

④被保険者所有の住宅および家財について、損害を
　受けた方のうち、世帯の前年中の総所得金額の合
　計が600万円以下で、当該損害金額（保険金等に
　より補填される金額を除く）が3割以上の方

受給資格を有する方について、
算定した税額にかかる
所得割額の全部から100分の30

※①から④のうち、2つ以上に該当する場合は、減免額の大きい規定の方を適用します。
※減免事由が虚偽または、不正な行為であることが明らかになった場合には、減免額の全部または一部を
　返還していただくことがあります。

減免事由 減免額

①世帯の前年中の総所得金額が400万円以下で、
　今年の所得見込額が前年総所得金額の3分の2
　以下に減少すると認められる方

②現に継続して6か月以上療養中の方、もしくは
　継続して6か月以上療養を要すると認められる方
　のうち、①に該当する方

③雇用保険法の規定により基本手当（失業・休業等）
　の受給資格を有する方のうち、前年中の総所得金
　額が400万円以下の方

所得割額の全部から100分の20

所得割額および資産割額の
　　　　　全部から100分の20

税額の全部または、
所得割額および資産割額の
　　100分の50から100分の12.5
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そ
ろ
そ
ろ
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

い
る
お
宅
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
楽
し

く
過
ご
す
た
め
に
も
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
、
火
災
等
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
花
火
を
す
る
と
き
は
、

必
ず
近
く
に
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
た
ば
こ
は
、
決
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
吸

い
ま
し
ょ
う
。
吸
殻
の
ポ
イ
捨
て
は
絶

対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
ゴ
ミ
の
放
置
は
、
放
火
の
原
因
や
火
災

の
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。
各
自
で
き

ち
ん
と
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

④
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
で
は

▽
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
２
つ
以
上

の
方
向
の
避
難
口
、
避
難
路
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
消
火
器
、
避
難
器
具
の
取
り
付
け
場
所

や
、
使
用
上
の
注
意
な
ど
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
い
け
ま
せ
ん
。
ま

た
、
た
ば
こ
を
消
す
時
は
、
火
が
完
全

に
消
え
た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
万
が
一
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
あ

わ
て
な
い
で
従
業
員
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

見
ず
知
ら
ず
の
場
所
、
混
雑
し
た
場
所

な
ど
で
は
、
い
つ
も
と
勝
手
が
違
い
、
ち

ょ
っ
と
し
た
ム
リ
が
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、
な
ん
だ
か
体

調
が
悪
い
な
と
思
っ
た
ら
、「
無
理
を
せ
ず

休
息
を
と
る
」「
医
療
機
関
に
か
か
る
」
と

い
っ
た
早
め
の
対
処
が
必
要
で
す
。
暑
い

と
き
に
は
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
、
充
分

な
水
分
補
給
な
ど
熱
中
症
対
策
も
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
外
出
先
で
の
天
候
に
も
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
急
に
川
が
増
水
し
た
り
、

地
盤
が
緩
ん
で
崩
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

体
調
や
天
候
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気

配
り
で
、
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

住まいの
防火

丹羽消防署 消防課
95-5158

夏
を
楽
し
む
た
め
に

外外
出出
先先
でで
のの
事事
故故
やや
急急
病病
をを
防防
ぐぐ
にに
はは

毎
年
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
増
え
て
く

る
の
が
水
の
事
故
で
す
。
残
念
な
こ
と
に

年
間
５
〜
６
千
人
が
水
の
事
故
で
死
亡
し

て
い
ま
す
。
水
の
事
故
で
は
予
防
策
が
重

要
で
す
。
特
に
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
日

頃
の
水
難
予
防
教
育
と
、
大
人
に
よ
る
監

視
が
重
要
で
す
。

も
し
、
目
の
前
で
人
が
お
ぼ
れ
て
い
た

ら
ど
う
し
ま
す
か
？

▽
海
で
あ
れ
ば
浮
輪
な
ど
の
浮
力
の
あ
る
物

を
投
げ
渡
し
ま
し
ょ
う
。

▽
川
や
池
で
あ
れ
ば
ロ
ー
プ
や
竿
な
ど
を
さ

し
だ
し
ま
し
ょ
う
。

お
ぼ
れ
て
い
る
人
は
強
い
力
で
し
が
み

つ
い
て
く
る
の
で
、
助
け
に
入
っ
た
人
が

し
が
み
つ
か
れ
て
泳
げ
な
く
な
り
、
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

水
の
事
故
で
は
、
一
秒
で
も
早
い
１
１

９
番
通
報
と
救
命
手
当
が
大
事
で
す
。
救

急
車
が
来
る
ま
で
に
、
次
の
応
急
処
置
を

お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

人
が
お
ぼ
れ
て
る
！

おお
ぼぼ
れれ
てて
いい
るる
人人
をを
見見
つつ
けけ
たた
らら
！！

事
故
現
場
で
の
手
当
が
、
命
を
救
う

確
率
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
そ
の
時
」
に
備
え
て
、
あ
な
た
も
救
命

講
習
会
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
新
し

く
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
方
法
も
学
べ
ま
す
。

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時
　
７
月
１５
日
G

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所
　
丹
羽
消
防
署
　
本
署

※
２
名
以
上
で
あ
れ
ば
、
都
合
の
よ
い

日
時
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署
　
2
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所
　
2
９５
―

０
１
１
９

ま
ず
息
が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
図
１
）
次
に
人
工
呼
吸
（
図
２
）
を
お
こ
な
い
、

循
環
の
サ
イ
ン
を
確
認
し
ま
す
。
循
環
の
サ
イ

ン
（
息
、
咳
、
体
の
動
き
）
が
な
け
れ
ば
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
（
図
３
）
を
お
こ
な
い
ま
す

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
１５

回
）
と
人
工
呼
吸
２
回

を
救
急
隊
に
引
き
継
ぐ

ま
で
繰
り
返
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
を
受
講

し
た
こ
と
の
あ
る
方
は

習
得
し
た
手
順
で
お
こ

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

図1

図2

図3

夏夏
のの
イイ
ベベ
ンン
トト
チチ
ェェ
ッッ
クク
ポポ
イイ
ンン
トト



子
等
は
外
家
を
守
る
は
老
夫
婦

安

藤

治

夫

会
心
の
出
来
へ
に
っ
こ
り
汗
を
拭
く

川
手
　
一
海

い
た
だ
い
た
野
菜
と
感
謝
鍋
に
入
れ

権
藤
　
富
子

リ
ハ
ビ
リ
の
腕
が
受
け
持
つ
た
た
み
物

佐
竹
起
代
子

仕
合
せ
を
運
ぶ
手
作
り
お
弁
当

土
田
千
惠
子

連
休
も
思
い
ば
か
り
で
遠
い
里

長
野
　
ま
す

大
正
の
頑
固
さ
い
ま
だ
持
ち
続
け

八
木
百
合
子

こ
ん
な
見
方
も
あ
っ
た
の
か
と
投
書
欄

吉
田
　
雄
亮

匿
名
に
少
し
強
気
の
投
書
欄

岡
山
知
恵
子

萎
え
た
手
を
に
ぎ
り
夫
の
杖
と
な
り

安
藤
　
久
子

水
不
足
対
策
中
に
雨
が
降
り

平
尾
　
幸
助

夏
来
る
寺
の
廻
廊
抜
け
る
風

田
山
地
美
名

ボ
ー
ル
け
る
児
ら
の
声
あ
り
夏
に
入
る

酒
井
せ
い
女

風
を
切
る
自
転
車
通
学
夏
来
る

宮
下
喜
代
子

焼
杉
の
壁
黒
々
と
夏
来
る

野
田
　
信
子

立
夏
と
や
す
こ
し
変
え
ん
か
部
屋
の
な
り

沢
田
扶
左
を

ケ
ー
キ
切
る
苺
は
み
だ
し
う
ろ
た
え
ぬ

丹
羽
　
寿
子

苺
畑
濡
れ
た
る
朝
の
紅
の
映
え

丹
羽
　
清
声

苺
潰
す
牛
乳
染
ま
り
ゆ
く
孤
独

神
谷
　
さ
ち

甘
い
香
に
ひ
た
り
ハ
ウ
ス
の
苺
狩

屋
代
　
和
女

朝
採
り
し
苺
か
が
や
く
朝
の
膳

恒
川
　
　
子

朝
ま
だ
き
摘
み
し
苺
の
艶
や
か
に

土
川
喜
一
郎

葉
桜
の
み
ど
り
の
流
れ
五
条
川

県
　
　
弘
子

脚
重
き
媼
に
希
望
の
花
み
か
ん

佐
竹
　
悦
子

案
内
や
万
葉
苑
の
一
人
静

安
莊
　
志
保

見
落
と
し
の
葉
蔭
の
え
ん
ど
う
太
り
け
り

竹
内
　
春
美

手
押
し
車
停
め
し
媼
に
風
薫
る

荒
谷
富
美
子

青
空
に
ま
つ
す
ぐ
伸
び
て
葱
坊
主

梅
田
　
康
子
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今
月
は
、
地
表
面
に
み
ら
れ
る
考
古
遺
物

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

大
口
町
で
は
、
畑
な
ど
の
地
表
面
で
遺
物

を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大

口
町
が
古
い
歴
史
を
持
ち
、
大
昔
か
ら
人
々

が
生
活
を
続
け
て
き
た
証
拠
で
あ
っ
て
、
こ

う
し
た
土
地
に
は
遺
跡
の
存
在
が
想
定
で
き

ま
す
。
遺
物
と
は
、
主
に
昔
の
人
が
製
作
し

た
土
器
や
石
器
、
骨
器
、
木
器
な
ど
の
道
具

を
指
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
当
時
の
動
物
や

植
物
、
昆
虫
な
ど
も
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
土
地
を
発
掘
調
査
す
れ

ば
、
遺
物
と
と
も
に
遺
構
（
住
居
址
や
墓
な

ど
、
大
昔
の
人
が
残
し
た
構
築
物
）
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

遺
物
や
遺
構
は
埋
蔵
文
化
財
と
呼
ば
れ
、

国
民
共
有
の
財
産
と
し
て
保
護
の
対
象
と
な

っ
て
い
ま
す
。
地
表
面
を
観
察
し
、
ど
の
地

点
で
ど
の
よ
う
な
遺
物
が
採
集
で
き
る
の
か

を
調
べ
て
、
遺
跡
の
分
布
と
範
囲
を
地
図
に

す
る
こ
と
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
の
第
一

歩
で
す
。
こ
う
し
た
遺
跡
の
分
布
調
査
と
範

囲
確
認
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
情
報
を
お

寄
せ
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

資
料
館
で
は
毎
年
、「
遺
跡
め
ぐ
り
」
の

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
た
に

「
勾
玉
づ
く
り
」
体
験
を
加
え
ま
し
た
。

勾
玉
を
製
作
し
て
身
に
着
け
、
町
内
の

遺
跡
で
土
器
採
集
な
ど
の
遺
跡
分
布
調
査

の
－
部
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時

７
月
２２
日
G

午
前
９
時
３０
分
か

ら
正
午

対
象

小
学
生
と
中
学
生
（
１０
名
程
度
）

参
加
費
用

２
０
０
円
（
移
動
の
た
め
の

バ
ス
代
）

申
込
み

歴
史
民
俗
資
料
館
へ
前
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

歴
史
民
俗
資
料
館
　
ご
利
用
案
内

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
　
３
階

休
館
日

月
・
火
曜
日

※
祝
日
は
開
館
し
ま
す

開
館
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

2
９４
―

０
０
５
５

▲遺物を洗う

勾勾
玉玉
をを
つつ
くく
っっ
てて
、、
遺遺
跡跡
をを
歩歩
ここ
うう
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小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
二
種
混
合
予

防
接
種
を
７
月
２１
日
F
か
ら
８
月
３１
日
E

ま
で
実
施
し
ま
す
。
学
校
を
通
じ
て
予
診

票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

接
種
を
受
け
る
方
は
、
事
前
に
希
望
す

る
指
定
医
療
機
関
等
で
、
氏
名
・
生
年
月

日
・
保
護
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
を
伝
え
、

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内
に
お

願
い
し
ま
す
。

●
乳
が
ん
検
診

日
時

７
月
１２
日
D

受
付
時
間

午
前
８
時
４５
分
か
ら
午
後
４

時
４５
分

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
の
４０
歳
以
上

の
女
性

費
用

１
０
０
０
円

●
胃
が
ん
検
診

日
時

７
月
２１
日
F

受
付
時
間

午
前
８
時
４５
分
か
ら
１０
時
４５
分

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
の
方

費
用

１
０
０
０
円

●
子
宮
が
ん
検
診

日
時

７
月
１２
日
D

受
付
時
間

午
後
１
時
か
ら
２
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
の
女
性

費
用

５
０
０
円

※
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
（
乳
が
ん
検

診
の
み
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

歯
周
病
は
、
か
つ
て
「
歯
槽
膿
漏
（
し

そ
う
の
う
ろ
う
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の

で
す
。
子
ど
も
が
歯
を
失
う
最
大
の
原
因

は
虫
歯
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
４０
歳
以
降

に
歯
を
失
う
原
因
は
、
歯
周
病
に
よ
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

歯
周
病
は
、
は
じ
め
は
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。
歯
を
磨

く
と
出
血
す
る
、
口
の
中
が
ネ
バ
つ
く
よ

う
な
感
じ
が
す
る
、
口
が
臭
い
な
ど
の
症

状
は
要
注
意
で
す
。
歯
周
病
は
、
早
期
発

見
し
て
正
し
く
歯
磨
き
を
す
れ
ば
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

歯
周
病
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
、
正
し
い
歯

磨
き
の
仕
方
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
！

日
時

７
月
１
日
G
か
ら
１０
月
３１
日
C

場
所

町
内
歯
科
医
院

対
象

１０
月
３１
日
現
在
で
４０
、
４５
、
５０
、

５５
、
６０
、
６５
、
７０
歳
の
節
目
の
方

内
容

▼
歯
科
健
診
、
相
談
▼
歯
と
歯
ぐ

き
の
チ
ェ
ッ
ク
▼
口
腔
衛
生
指
導
▼
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
等

費
用

５
０
０
円

定
員

５０
名
（
要
予
約
）

申
込
み

保
健
セ
ン
タ
ー

健
や
か
で
豊
か
な
毎
日
を
送
る
た
め
に

大
切
な
「
健
康
」。
健
康
を
望
ん
で
い
て
も
、

毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、

病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

無
理
を
し
が
ち
な
若
い
年
代
か
ら
、
ぜ

ひ
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
健
診
の
結
果
を

日
常
生
活
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

８
月
１８
日
F
・
９
月
１３
日
D

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分
（
要
予
約
）

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

町
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
か
ら
３９

歳
で
会
社
等
に
お
勤
め
で
な
い
方

内
容

◇
健
康
教
育
（
健
診
結
果
の
見
方
等
）

◇
健
康
診
査
（
身
長
・
体
重
・
尿
検
査
・

血
圧
測
定
・
血
液
検
査
・
医
師
に
よ
る

問
診
と
理
学
的
検
査
）

◇
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
（
初
め
て
受
診
さ

れ
る
方
）
ま
た
は
歯
科
健
診
（
以
前
に

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
受
け
た
方
）

定
員

１
５
０
名
（
先
着
順
）

※
１
日
７５
名
ず
つ

費
用

１
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
期
間

７
月
１８
日
C
か
ら
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
３０
分

申
込
み

保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
お
よ
び
対
象

●
乳
児
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
７
月
１４
日
F

平
成
１８
年
３
月
１
日
か

ら
３１
日
生
ま
れ
の
乳
幼
児

※
受
付
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
２
時

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
時
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

集
団
予
防
接
種

個
別
予
防
接
種

集
団
が
ん
検
診

歯
周
病
予
防
健
診

わ
か
ば
健
康
診
査
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脳
卒
中
・
心
臓
病
・
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
自
分
の
身
体
の

状
態
を
知
り
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た

め
に
、
４０
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
「
基
本

健
康
診
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
（
対
象
者
の
み
）
も
同

時
に
お
こ
な
い
ま
す
。

健
康
な
老
後
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

壮
年
期
か
ら
の
積
極
的
な
健
康
管
理
が
大

切
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
受
診
し
た
方
は
必
ず
結
果
の
説
明

を
受
け
、
医
療
機
関
の
指
示
を
も
と
に
、

自
ら
の
健
康
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

基
本
健
康
診
査
対
象
者

①
町
内
に
お
住
ま
い
の
４０
歳
か
ら
６４
歳
の

方
※
た
だ
し
、
会
社
等
で
健
康
診
査
を
受
け

る
機
会
の
あ
る
方
や
町
の
人
間
ド
ッ
ク

を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

②
町
内
に
お
住
ま
い
の
６５
歳
以
上
の
方
全

員
※
た
だ
し
、
町
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た

方
は
除
き
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
対
象
者

基
本
健
康
診
査
対
象
者
で
、
次
に
該
当

す
る
方

q
４０
歳
・
４５
歳
・
５０
歳
・
５５
歳
・
６０
歳
・

６５
歳
・
７０
歳
の
方
（
基
本
健
康
診
査
の

通
知
に
同
封
し
ま
し
た
。）

w
右
記
以
外
の
方
で
、

▽
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ

と
の
あ
る
方

▽
広
範
な
外
科
的
処
置
を
受
け
た
こ
と
の

あ
る
方
、
ま
た
は
、
妊
娠
・
分
娩
時
に

多
量
の
出
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
方

※
定
期
的
に
肝
機
能
検
査
を
受
け
て
い
る

場
合
は
除
く

▽
平
成
１８
年
度
の
基
本
健
康
診
査
で
、
Ｇ

Ｐ
Ｔ
値
が
要
指
導
と
さ
れ
た
方

※
た
だ
し
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
本
人
の
同
意
を
得
て
お
こ
な
い
ま

す
。

実
施
期
間

７
月
１
日
G
か
ら
１０
月
３１
日
C

受
診
料

無
料

※
た
だ
し
、
治
療
は
有
料

検
査
内
容

問
診
、
理
学
的
検
査
、
検
尿
、
血
圧
測

定
、
心
電
図
、
貧
血
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、

血
糖
検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
該
当

者
の
み
）
な
ど

※
６５
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、
健
康
や

生
き
が
い
を
支
え
る
た
め
の
生
活
機
能

に
つ
い
て
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が

加
わ
り
ま
す
。

実
施
医
療
機
関

大
口
町
・
扶
桑
町
の
委
託
医
療
機
関

問
合
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

40
歳
以
上
の
方
へ健康

管
理
は
大
丈
夫
で
す
か
？

基
本
健
康
診
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
受
診
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。

な
お
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対

象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
検
診
票
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

そ
の
他
、
受
診
票
の
な
い
方
で
疑

問
に
思
わ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

６５
歳
以
上
の
方
へ

今
年
度
か
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
を

支
え
る
た
め
の
生
活
機
能
に
つ
い
て
の

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
加
わ
り
ま
す
。

受
診
票
と
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
な
い

場
合
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
必
ず
記
入

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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4か月児健診

10か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

母子健康手帳交付説明会

パパママ教室（栄養編）

子育て相談室

歯科健診

らくらく離乳食教室（要予約）

保健師・栄養士による健康相談

歩く健康のつどい

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

受付時間

午後1：00
～1：30

午後1：00
～1：30

午後1：00
～1：30

午後1：00
～1：30

午前9：45
～10：00

午前9：15
～9：30

午前9：30
～11：30

午後1：00
～1：30

午前9：45
～10：00

午前9：30
～11：30

午前9：30
～9：45

午前10：00

午前10：00

　　　　　対 　 象 　 者 　 等

18年3月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください

17年9月生まれの乳児および未受診児

16年12月生まれの幼児および未受診児

15年6月生まれの幼児および未受診児

母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導

妊娠中の夫婦
妊娠中の食生活のお話と調理実習　※要予約

保健師・栄養士・助産師による、子どもの身長・体重測定
育児や発育に応じた相談と妊婦相談（20日は要予約）

2歳・2歳6か月児および未受診児

離乳食初期～中期のお話とデモンストレーション
※要予約

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康についての相談

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間歩行など

ご家庭から外出する機会の少ない方を対象に、レクリエー
ション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

介護予防のための筋力トレーニングを中心とした
運動・その他レクリエーションをおこないます。

日／曜

26（水）

11（火）

18（火）

5（水）

3（月）
24（月）

28（金）

6（木）
20（木）

19（水）

19（水）

11（火）
25（火）

14（金）
28（金）

10（月）
24（月）

毎週金曜日
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横井　二さん

Vol.4

私
は
、
若
い
頃
か
ら
運
動
が
好
き

で
体
力
に
は
自
信
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
年
ス
キ
ー
に

出
か
け
て
思
い
も
よ
ら
ぬ
足
腰
の
弱

り
を
痛
感
し
、「
こ
ん
な
に
弱
っ
て

い
た
の
か
」
と
体
力
の
過
信
を
反
省
。

早
速
、
低
山
登
り
と
テ
ニ
ス
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
次
の
シ
ー

ズ
ン
し
っ
か
り
と
発
揮
さ
れ
、
十
分

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
近
は
ま
す
ま
す
元
気
な
女
優
の

森
光
子
さ
ん
の
健
康
法
「
ス
ク
ワ
ッ

ト
」
を
朝
夕
１
０
０
回
ず
つ
メ
ニ
ュ

ー
に
加
え
パ
ワ
ー
Ｕ
Ｐ
中
？
で
す
。

皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
ど
う
で
す
か
？
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さあ一歩　今日の始まり　万歩計　　　　土田　千恵子

みんな
でつなげよう　健康の輪

問合せ先　保健センター 294―0051
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健康クラブ笑顔21の周知・啓発部会では、「健康づくりのしやすいまち」を目指し、一人でも多くの
方に健康を意識してもらえるよう、「健康おおぐち21」の啓発をすすめています。
その啓発活動の一環として、4月22日（土）南児童センターで、「野菜を食べよう！」の啓発と、健
康おおぐち21シンボルマークマスコット「ハッピー・スマッピー」作りをおこないました。

お母さんへのおみやげは、食部会の皆さんによる手作り『お料理簡単レシピ』。6月3日（土）には西
児童センターでも、子どもたちと一緒に楽しく「ハッピー・スマッピー」作りをおこないました。

当日は当日は2020人以上のお友だちが集まりました。人以上のお友だちが集まりました。
先生は「健康クラブ笑顔先生は「健康クラブ笑顔2121」の方たちです。」の方たちです。
お野菜の大切さ、分かったかな？お野菜の大切さ、分かったかな？

当日は20人以上のお友だちが集まりました。
先生は「健康クラブ笑顔21」の方たちです。
お野菜の大切さ、分かったかな？

子どもたちと楽しくふれあい♪
子どもたちと楽しくふれあい♪マスコット完成！マスコット完成！

子どもたちと楽しくふれあい♪マスコット完成！

笑顔笑顔2121で活躍する
住民の皆さんがで活躍する住民の

皆さんが

この日のためにボラ
ンティアで準備！

この日のためにボラ
ンティアで準備！笑顔21で活躍する
住民の皆さんが

この日のためにボラ
ンティアで準備！

健康おおぐち21 シンボルマーク

ハッピー・スマッピー



★七夕会
7月1日（土） 午前10時から11時30分
★あそびの日「トランプ」
7月4日（火） 午後4時から5時
★パソコンの日
7月8日（土）、15日（土） 午前10時から午後4時
★おりがみ教室
7月8日（土） 午後1時30分から4時
★運動あそび「2人3脚」
7月11日（火） 午後4時から5時
★制作「紙粘土で小物作り」
7月27日（木） 午後1時30分から3時
定員　30名　費用　50円
申込み　7月3日（月）午後3時から
★おやつづくり「ホットドッグ」（元気！！クラブ主催）
7月31日（月） 午前10時30分から正午
定員　50名　費用　100円　持ち物　お茶、軍手
申込み　7月3日（月）午後3時から
★ぬいとり「あさがお」「ざりがに」「くちぱっち」
毎日午後5時まで（都合により変更あり）
★子育て支援
○なかよし（西）
毎週火曜日　午前10時30分から11時30分
対象　町内にお住まいの今年度満3歳になる親子

★やってみよう「ボーリング」
7月3日（月）、24日（月） 午後4時から5時
★ドッジボールの日
7月4日（火） 午後4時から5時
★たなばた会
7月7日（金） 午後3時30分から4時30分
★おやつ作り「たこ焼き」
7月8日（土） 午前10時から正午　定員　30名
費用　100円　申込み　7月3日（月）から6日（木）
★体育あそび「台風の目」
7月11日（火） 午後4時から5時
★ドッヂビーの日
7月18日（火） 午後4時から5時
★野点（元気クラブ主催）
7月22日（土） 午前9時30分から　定員　30名
費用　100円　申込み　7月3日（月）から8日（土）まで
★ひこうき作り
7月26日（水）、27日（木） 午前10時30分から11時30分
★子育て支援
○コアラ広場
毎週月・金曜日　午前10時30分から11時30分
対象　3歳までの親子ならどなたでも参加できます
○なかよし（北）
毎週火曜日　午前10時30分から11時30分
対象　町内にお住まいの今年度満3歳になる親子

★今月のあそび
『ドッヂビー』『ジェンガ』

★今月のぬいとり
『すいか』『アイスクリーム』『イルカ』『ヨット』
★笹かざりを作ろう
7月1日（土） 午後1時30分から3時
★たなばた会
7月6日（木） 午後3時30分から4時30分
★チャレンジ「わけリング」
7月10日（月）、24日（月） 午後4時から5時
★けん玉検定
7月18日（火）、20日（木） 午後4時から5時
★木のおもちゃ作り
7月27日（木）、28日（金） 午後1時30分から3時30分
★ソフトバレー（元気クラブ主催）
7月26日（水） 午後1時30分から3時
対象　小学4年生以上
★子育て支援
○めだか広場
毎週月・金曜日　午前10時30分から11時30分
対象　3歳までの親子ならどなたでも参加できます
○なかよし（南）
毎週火曜日　午前10時30分から11時30分
対象　町内にお住まいの今年度満3歳になる親子

7月
の行事

南児童センター　295-3528
北児童センター　295-7141
西児童センター　296-0481

元気クラブ主催「うたってあそぼう」（各センター共通）
日時　7月15日（土） 午後1時30分から2時30分
場所　ほほえみプラザ4階　ほほえみホール

平成18年7月号 14
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ＱＱ子どものやる気を育てるには、どうしたら

いいの？

ＡＡＡ「早くしなさい！」と、つい手を出したく

なるかもしれませんが、子どものやる気を

育てるには時間のゆとりが必要です。手順を理解

できない子どもに「自分でしなさい」と言うのも

無理な注文。子どもの前でやり方を示し、できる

ところを子どもに任せてみましょう。服のボタン

でも、留めにくい部分だけ手伝って「後はできる

かな？」と子どもに意欲を持たせ、できた時には

「上手にできたね」とほめてあげましょう。こう

した小さなステップを積み重ね、子どものできる

範囲を広げることがやる気を育てていきます。

「間食（おやつ）について」

おやつを漢字で書くと『お八つ』。昔の八つ時

（午後2時から4時頃）に食べることが由来のよう

です。子どもの一日の活動には、多くの栄養所要

量が必要ですが、3回の食事だけでは十分な栄養

を摂ることができません。そこで食事と食事の間

に入る食事＝『間食』が、ここでおやつとして登

場するわけです。

大人の感覚で言う『おやつ』のホッと一息タイ

ムに、大切な栄養としての意義がプラスされた簡

単な食事＝『軽食』が、子どものおやつなのです。

「みどりの日！？」

カレンダーを見ていたＡちゃんとＢくん…。

Ａちゃん「“み・ど・り・の・ひ”。明日はみどり

の日だって～。」

Ｂくん「ふーん、みどり組の日なのかぁ…。」

「大きなすべり台だね＾^ 」

青空に浮かんだ飛行機雲を見ていたＣくん。

Ｃくん「あっ！雲の滑り台ができてるよ。」

入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

南
保
育
園

７
月
６
日
E
、
２０
日
E

西
保
育
園

７
月
３
日
B
、
２０
日
E

中
保
育
園

７
月
１３
日
E
、
２１
日
F

北
保
育
園

７
月
１０
日
B
、
２０
日
E

※
時
間
は
午
前
９
時
３０
分
か
ら
１１
時

7月の園庭開放日

※写真と本文は関係ありません。



①
個
人
町
・
県
民
税
所
得
割
の
税
率
の
変
更

所
得
税
か
ら
個
人
町
・
県
民
税
へ
の
税

源
移
譲
の
た
め
、
平
成
１９
年
度
課
税
分

（
平
成
１９
年
６
月
）
か
ら
所
得
割
の
税
率
が

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

個
々
の
納
税
者
の
所
得
税
と
個
人
町
・

県
民
税
を
合
わ
せ
た
税
負
担
が
極
力
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
課
税
所
得
金
額
と
は
、
合
計
所
得
金
額

か
ら
控
除
合
計
額
を
差
し
引
い
た
金
額

の
こ
と
で
す
。

②
調
整
控
除
の
創
設

平
成
１９
年
度
課
税
分
（
平
成
１９
年
６
月
）

か
ら
、
所
得
税
と
個
人
町
・
県
民
税
の
人

的
控
除
額
の
差
に
よ
る
負
担
増
を
調
整
す

る
た
め
、
個
人
町
・
県
民
税
所
得
割
額
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

※
人
的
控
除
と
は
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者

控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
、

障
害
者
控
除
、
寡
婦
（
夫
）
控
除
な
ど

で
、
本
人
や
扶
養
親
族
の
個
々
の
状
況

に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

③
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

平
成
１９
年
分
以
降
の
所
得
税
に
お
い
て
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
が
あ
る

人
（
平
成
１１
年
度
か
ら
平
成
１８
年
度
ま
で

に
入
居
し
た
人
に
限
る
）
の
う
ち
、
税
源

移
譲
に
よ
り
所
得
税
額
が
減
少
す
る
結
果
、

税
負
担
の
変
動
が
生
ず
る
人
に
つ
い
て
は
、

移
譲
前
の
所
得
税
額
か
ら
控
除
で
き
た
額

と
同
等
の
負
担
減
と
な
る
よ
う
に
、
翌
年

度
の
個
人
町
・
県
民
税
で
減
額
調
整
さ
れ

ま
す
。
平
成
２０
年
度
課
税
分
（
平
成
２０
年

６
月
）
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

④
定
率
控
除
の
廃
止

個
人
町
・
県
民
税
所
得
税
額
の
7.5
％(

上

限
２
万
円)

を
税
額
か
ら
控
除
で
き
ま
し
た

が
、
平
成
１９
年
度
課
税
分
（
平
成
１９
年
６

月
）
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
す
。

⑤
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

平
成
２０
年
度
課
税
分
（
平
成
２０
年
６
月
）

か
ら
、
損
害
保
険
料
控
除
が
廃
止
さ
れ
、

地
震
保
険
料
の
支
払
保
険
料
の
２
分
の
１

（
限
度
額
２
万
５
０
０
０
円
）
を
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
１８
年

１２
月
３１
日
ま
で
に
契
約
し
た
長
期
損
害
保

険
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
長
期
損
害
保
険

料
控
除
が
適
用
で
き
ま
す
。

⑥
町
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

平
成
１８
年
７
月
１
日
か
ら
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

▼
旧
３
級
品
以
外
の
た
ば
こ

１
０
０
０

本
に
つ
き
２
９
７
７
円
か
ら
３
２
９
８

円
へ
３
２
１
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
旧
３
級
品
の
た
ば
こ

１
０
０
０
本
に

つ
き
１
４
１
２
円
か
ら
１
５
６
４
円
へ

１
５
２
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※
旧
３
級
品
た
ば
こ
と
は
、
旧
専
売
納
付

金
制
度
に
お
い
て
３
級
品
と
さ
れ
て
い

た
、
わ
か
ば
、
エ
コ
ー
な
ど
の
た
ば
こ

を
い
い
ま
す
。

平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
税
務
課
収
納
窓

口
の
延
長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
７
月
２８
日
F

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
７
月
２
日
A
、
３０
日
A

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場
　
税
務
課

※
い
ず
れ
も
税
務
課
で
収
納
事
務
を
お
こ

な
い
ま
す
。
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入

り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
　
税
務
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
２
０

建
替
え
・
老
朽
化
に
よ
り
家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
、
登
記
の
し
て
あ
る
家
は

法
務
局
で
滅
失
登
記
を
、
登
記
の
し
て
い

な
い
家
は
役
場
税
務
課
へ
取
り
壊
し
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
　
税
務
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
２
３
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収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

町町
税税
条条
例例
のの
改改
正正
にに
つつ
いい
てて

問
合
せ
先

役
場
　
税
務
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
１
８

家家
屋屋
をを
取取
りり
壊壊
しし
たた
らら

課
税
所
得
金
額（
※
）

200万円以下

200万円超
～

700万円以下

700万円超

税　率

現　行 改正後

5％
町3％
県2％

10％
町8％
県2％

13％
町10％
県3％

一律10％
町6％
県4％

〈例〉

基　礎
控　除

配偶者
控　除

普　通
障害者
控　除

町・県
民　税 所得税

人　的
控除額
の　差

33万円

33万円

26万円

38万円

38万円

27万円

5万円

5万円

1万円



日時日時　8月2727日（日）（日）　午後　午後1時から時から5時
場所場所　ほほえみプラザ　ほほえみプラザ4階　ふれあい階　ふれあい1
募集人員募集人員　4040組
参加資格参加資格　音楽を演奏する方であれば、どなたでも参加できます。　音楽を演奏する方であれば、どなたでも参加できます。
部門および形態部門および形態　ピアノ、声楽、弦楽器、管楽器の独奏、独唱、重奏　ピアノ、声楽、弦楽器、管楽器の独奏、独唱、重奏・重唱重唱（原則（原則4名以下）名以下）
※ただし、電源を用いないものにかぎります。※ピアノ以外の楽器は持参してください。※ただし、電源を用いないものにかぎります。※ピアノ以外の楽器は持参してください。
※ピアノ伴奏を希望される方で、伴奏者探しにお困りの方はご相談ください。※ピアノ伴奏を希望される方で、伴奏者探しにお困りの方はご相談ください。
演奏曲目演奏曲目　5分以内の曲であれば、クラッシック、映画音楽、アニメソング、分以内の曲であれば、クラッシック、映画音楽、アニメソング、Jポップ、洋楽等、ポップ、洋楽等、
どんな曲でもどんな曲でもOKOKです。暗譜であってもなくても結構です。です。暗譜であってもなくても結構です。

使用ピアノ使用ピアノ　スタインウェイピアノ　スタインウェイピアノD274D274
参加費参加費　500500円
申込み方法申込み方法　申込書に必要事項をご記入の上、参加費を添えてスタインウェイ友の会事務局まで　申込書に必要事項をご記入の上、参加費を添えてスタインウェイ友の会事務局まで
お申し込みください。申込書はスタインウェイ事務局で配布しています。お申し込みください。申込書はスタインウェイ事務局で配布しています。

申込み期間申込み期間　7月8日（土）午前（土）午前9時からから7月2929日（土）（土）
※定員になり次第締め切らせていただきます※定員になり次第締め切らせていただきます
申込みおよび問合せ先申込みおよび問合せ先　温水プール　温水プール2階　大口町スタインウェイ友の会事務局　階　大口町スタインウェイ友の会事務局　295-315595-3155

日時　8月27日（日）　午後1時から5時
場所　ほほえみプラザ4階　ふれあい1
募集人員　40組
参加資格　音楽を演奏する方であれば、どなたでも参加できます。
部門および形態　ピアノ、声楽、弦楽器、管楽器の独奏、独唱、重奏・重唱（原則4名以下）
※ただし、電源を用いないものにかぎります。※ピアノ以外の楽器は持参してください。
※ピアノ伴奏を希望される方で、伴奏者探しにお困りの方はご相談ください。
演奏曲目　5分以内の曲であれば、クラッシック、映画音楽、アニメソング、Jポップ、洋楽等、
どんな曲でもOKです。暗譜であってもなくても結構です。

使用ピアノ　スタインウェイピアノD274
参加費　500円
申込み方法　申込書に必要事項をご記入の上、参加費を添えてスタインウェイ友の会事務局まで
お申し込みください。申込書はスタインウェイ事務局で配布しています。

申込み期間　7月8日（土）午前9時から7月29日（土）
※定員になり次第締め切らせていただきます
申込みおよび問合せ先　温水プール2階　大口町スタインウェイ友の会事務局　295-3155

大口なんでもマラソンコンサート　参加者募集！大口なんでもマラソンコンサート　参加者募集！大口なんでもマラソンコンサート　参加者募集！
大口町スタインウェイ友の会

マラソンコンサートとは、次から次へ音楽のバトンを渡していくリレー式コンサートです。マラソンコンサートとは、次から次へ音楽のバトンを渡していくリレー式コンサートです。マラソンコンサートとは、次から次へ音楽のバトンを渡していくリレー式コンサートです。
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障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
誰
も
が

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

「
障
害
を
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
全
５
回
の

連
続
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
正
し
く
理
解
し
て
、

地
域
に
住
む
障
害
者
の
よ
き
支
援
者
に
な

り
ま
せ
ん
か
？

※
全
講
座
参
加
が
前
提
で
す
が
、
ご
都
合

の
合
わ
な
い
方
は
１
回
か
ら
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

定
員

５０
名

参
加
費

無
料
（
材
料
費
等
は
別
途
必
要
）

申
込
み
方
法

申
込
書
に
記
入
の
上
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
送
付
し
て
い
た
だ
く
か
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス

９５
―

２
７
７
７

Ｅ
メ
ー
ル

ship-o@
hotm

ail.co.jp

申
込
み
期
限

７
月
２０
日
E

主
催

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体
　
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｐ
お
お
ぐ
ち

共
催

財
団
法
人
　
防
衛
施
設
周
辺
整
備

協
会

問
合
せ
先

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
お
お
ぐ
ち
　
木
野

2
９５
―

２
７
７
７

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
　
地
域
振
興
課

2
９４
―

０
５
３
０

障
害
を
知
ろ
う

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
お
お
ぐ
ち
連
続
講
座

Vol.1
見学編
Vol.2
基礎編
Vol.3
現場編
Vol.4
ＷＳ編
Vol.5
実践編

日時 場所 内容および講師

7月30日（日）
正午から午後6時
8月6日（日）
午前9時30分から11時30分
8月20日（日）
午前9時30分から11時30分
9月10日（日）
午前9時30分から11時30分

9月23日（土）

中央公民館
集会室
ほほえみプラザ1階
多目的室
ほほえみプラザ1階
多目的室
ほほえみプラザ1階
多目的室

白山ふれあいの森

障害者太鼓フェスティバル交流会の
ボランティアと見学
障害ってな～に？　3障害の基礎知識
山崎嘉久さん（あいち小児保健医療総合センター室長）
ともに時を過ごして　～サポート現場から～
山本浩人さん（自閉症協会愛知県支部青年部部長）
グループに分かれワークショップ（デイキャンプ日程の組立て）
石田直美さん（ハ－トフル大口施設長）畠山麻子さん（同栄養士）

デイキャンプ

「
障
害
を
知
ろ
う
！
」
講
座
日
程
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『
オ
シ
ム
の
言
葉
』

木
村
元
彦
／
著

イ
ビ
ッ
ツ
ァ
・
オ
シ
ム
。

１
９
４
１
年
サ
ラ
エ
ボ
生
ま

れ
。
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、
ジ

ェ
フ
千
葉
を
変
え
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
日
本
代

表
選
手
の
巻
を
育
て
た
名
将

オ
シ
ム
の
半
生
。

人
の
心
を
動
か
す
言
葉
の

背
景
に
あ
る
も
の
は
何
か
を

著
者
が
解
き
明
か
す
。

第52回青少年読書感想文
全国コンクール

『課題図書』の紹介
課題図書の貸出しは、1人1冊

1週間までです。続けて借りる
ことはできません。

――
高高
等等
学学
校校
のの
部部
――

『
空
色
の
地
図
』

梨
屋
ア
リ
エ
／
著

中
学
生
と
い
う
大
人
の
入

り
口
で
、
自
分
が
嫌
い
に
な

っ
た
り
、
何
で
も
な
い
こ
と

で
ム
カ
つ
い
た
り
、
コ
コ
ロ

が
不
安
定
に
な
る
。

そ
ん
な
時
、
気
持
ち
が
前

向
き
に
な
り
、
生
き
て
ゆ
く

手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
一
冊

に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

――
中中
学学
校校
のの
部部
――

『
紅
玉
』

後
藤
竜
二
／
文

八
十
九
歳
の
父
が
、
り
ん

ご
の
季
節
に
な
る
と
き
ま
っ

て
語
り
だ
す
話
…
。
日
本
中

で
あ
っ
た
忘
れ
て
は
い
け
な

い
歴
史
的
事
実
。

『
ラ
イ
ト
兄
弟
は
な
ぜ
飛
べ
た
の
か
』

土
佐
幸
子
／
著

飛
行
機
を
発
明
し
た
ラ
イ

ト
兄
弟
。
彼
ら
は
、
な
ぜ
飛

ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ

の
成
功
の
秘
密
を
紙
飛
行
機

を
折
り
な
が
ら
調
べ
、
解
き

明
か
し
ま
す
。

――
小小
学学
校校
高高
学学
年年
のの
部部
――

『
ダ
ニ
エ
ル
の
ふ
し
ぎ
な
絵
』

バ
ー
バ
ラ
・
マ
ク
リ
ン
ト
ッ
ク
／
作

か
わ
っ
た
絵
ば
か
り
を
描

く
娘
ダ
ニ
エ
ル
に
、
写
真
屋

の
お
父
さ
ん
は
普
通
の
絵
を

描
く
こ
と
を
勧
め
ま
す
が
…
。

愛
あ
る
家
族
の
物
語
で
す
。

『
イ
シ
ガ
メ
の
里
』

松
久
保
晃
／
文
・
写
真

子
ど
も
の
頃
に
故
郷
淡
路

島
で
見
つ
け
た
イ
シ
ガ
メ
。

動
物
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
著

者
が
、
産
卵
の
瞬
間
な
ど
、

野
生
の
イ
シ
ガ
メ
の
生
態
を

追
い
ま
す
。

――
小小
学学
校校
中中
学学
年年
のの
部部
――

『
ど
ん
な
か
ん
じ
か
な
あ
』

中
山
千
夏
／
ぶ
ん

自
分
に
で
き
て
人
が
で
き

な
い
事
、
ど
ん
な
感
じ
か
な

あ
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
大

人
も
子
ど
も
も
わ
か
る
か
も

し
れ
な
い
。
大
切
な
こ
と
が
。

『
あ
か
ち
ゃ
ん
て
ね
』

星
川
ひ
ろ
子
・
星
川
治
雄
／
著

こ
ん
に
ち
は
　
あ
か
ち
ゃ

ん
　
こ
ん
に
ち
は
　
い
の
ち
。

生
ま
れ
て
か
ら
１
か
月
ご
と

に
一
枚
ず
つ
撮
っ
た
写
真
絵

本
。
あ
か
ち
ゃ
ん
て
ね
、
こ

ん
な
に
大
き
く
な
る
ん
だ
よ
。

――
小小
学学
校校
低低
学学
年年
のの
部部
――



［書名（分類）］ ［著者名等］

ティータイムに絵本を（019）
「いま、大人にすすめる絵本」プロジェクトチーム／編

六十歳から百名山（291） 米倉久邦
Under35“プチ富豪”への道（335） 『一週間』編集部
世界の学校（372） 二宮　皓
やっぱりやらなきゃ･耐震リフォーム（527）耐震リフォームいえづくり
高野優のコドモ・スクランブル（599） 高野　優
さらば大遺言書（778） 森繁久彌
スイッチ（913） さとうさくら
病の神様（914） 横尾忠則
悪魔と博覧会（936） エリック・ラーソン

【7月1日に『あたらしい本』のコーナーに並びます。】

あ
た
ら
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

［書　　　名］ ［著者名等］

ダ・ヴィンチ・コード　上･下 ダン・ブラウン
東京タワー リリー・フランキー
国家の品格 藤原正彦
愛のあとにくるもの 孔枝泳

コンジョン

がばいばあちゃん佐賀から広島へめざせ甲子園
島田洋七

40（フォーティ） 石田衣良
い ら

沖で待つ 絲山
いとやま

秋子
おいしいにんにく料理 佐野房

ふさ

千手観音の謎 平岩弓枝
午後の刺客 早瀬利之

【5月に利用が多かった一般図書です。】

月
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

今
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
か
月
児
健
診
の
待
ち
時

間
中
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
す
す
め

る
絵
本
の
紹
介
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

２６
日
D

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

今
月
の
閉
館
日

４
日
C

１１
日
C

１８
日
C

２５
日
C

※
１７
日
B
は
祝
日
開
館
し
ま
す
。

※
７
月
は
館
内
整
理
を
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

開
館
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先
　
2
９５
―

３
９
９
９

『
花
火
』

日
本
で
一
番
最
初
に
花
火
を
見
た
の
は
、

徳
川
家
康
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
駿
府
城

に
英
国
王
の
使
者
が
花
火
を
扱
う
中
国
人

を
連
れ
て
訪
れ
、
竹
の
筒
か
ら
木
炭
の
火

の
粉
を
噴
き
出
す
単
純
な
花
火
を
供
覧
し

ま
し
た
。
華
や
か
で
珍
し
く
、
こ
れ
に
い

た
く
感
動
し
た
家
康
が
、
砲
術
隊
に
生
誕

地
三
河
岡
崎
へ
技
術
を
持
ち
帰
ら
せ
伝
え

た
の
が
、
日
本
の
花
火
の
起
源
で
あ
り
、

今
も
伝
わ
る
雄
荘
な
手
筒
花
火
で
す
。

そ
の
後
、
将
軍
吉
宗
が
悪
疫
除
け
に
水

神
祭
を
開
き
、
両
岸
の
水
茶
屋
が
献
上
花

火
を
上
げ
た
こ
と
か
ら
、
諸
大
名
の
下
屋

敷
が
建
ち
並
ぶ
大
川
端
（
隅
田
川
）
で
花

火
の
打
ち
上
げ
が
流
行
し
、
納
涼
の
催
し

と
し
て
各
地
に
広
ま
り
ま
し
た
。

世
界
で
最
も
精
巧
で
華
麗
と
い
わ
れ
る

日
本
の
花
火
大
会
は
、
全
国
で
毎
年
、
約

三
千
か
所
以
上
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
図
書

◎
一
般
書

『
花
火
大
会
に
行
こ
う
』

新
潮
社

『
四
季
の
花
火
を
見
に
行
こ
う
』

講
談
社
カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク

『
花
火
師
の
仕
事
』

無
明
社
出
版

◎
児
童
書

『
花
火
』

偕
成
社

『
伝
統
美
を
表
現
す
る
仕
事
　
花
火
師
・

和
菓
子
職
人
・
歌
舞
伎
役
者
』

ほ
る
ぷ
出
版

図
書
館
で
調
べ
ら
れ
る

気気
にに
なな
るる
キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド

19 平成18年7月号

図書館HP http://www.lib.oguchi.aichi.jp/ 携帯電話からの資料検索　http://www.Johokan.com./oguchi/

〜
　
お
・
知
・
ら
・
せ
　
〜

夏夏
休休
みみ
おお
はは
なな
しし
会会

『『
おお
はは
なな
しし
ひひ
ろろ
ばば
』』

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
お
は
な
し
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」

に
よ
る
「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」
を
お
こ

な
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

日
時

７
月
２３
日
A

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

中
央
公
民
館
２
階
　
視
聴
覚
室

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、

紙
芝
居
　
ほ
か

対
象

幼
児
ま
た
は
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者
、
兄
弟

学学
習習
室室
をを
開開
放放
しし
まま
すす

夏
休
み
の
期
間
中
、
学
習
を
さ
れ
る

方
に
学
習
室
を
開
放
し
ま
す
。

場
所

中
央
公
民
館
２
階
　
C
会
議
室

時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

期
間

７
月
１９
日
D
か
ら
８
月
３１
日
E

※
火
曜
日
を
除
く

特特
別別
開開
館館
しし
まま
すす

利
用
の
多
く
な
る
夏
の
間
、
月
曜
日

を
特
別
に
開
館
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

７
、
８
月

●
郷
土
資
料
紹
介

図
書
館
で
は
、
大
口
に
関
す
る
印
刷
物

（
本
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）
を
集
め
て
い

ま
す
。
収
集
し
た
資
料
は
「
郷
土
資
料
」

と
し
て
、
分
類
番
号
の
前
に
「
Ａ
」
を
付

け
て
書
庫
に
保
存
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
生
に
お
い
て
大
口
町
に
か
か

わ
っ
た
方
々
の
自
分
史
の
寄
贈
も
受
付
け

て
い
ま
す
。

【
伝
記
】堀

尾
吉
晴

島
田
成
矩
／
著

自
分
史
（
寄
贈
本
）

母
想
う
心

江
口
一
男
／
著

我
が
人
生
に
悔
い
は
な
し廣瀬

春
雄
／
著



日
時

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正
午

午
後
１
時
か
ら
４
時

連
絡
先

2
９６
―

０
６
０
６
ま
た
は
、

9
０
１
２
０
―

５１
―

０
６
０
６

日
時

７
月
１４
日
F

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
　
１
階
）

相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

持
つ
方
等

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
３
日
B
、
２４
日
B

午
前
１０
時
か
ら
正
午
　
午
後
１
時
か

ら
３
時

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

５
日
D

母
子
自
立
支
援
員

母
子
就
業
相
談
員

女
性
相
談
員

１２
日
D

民
生
児
童
委
員

身
体
障
害
者
相
談
員

１９
日
D

母
子
自
立
支
援
員

母
子
就
業
相
談
員

女
性
相
談
員

２６
日
D

母
子
会
代
表

知
的
障
害
者
相
談
員

※
５
日
D
、
１９
日
D
は
午
前
１０
時
か
ら

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

１２
日
D
、
２６
日
D
は
午
後
１
時
３０
分
か

ら
３
時
３０
分

場
所

社
会
福
祉
協
議
会
　
相
談
室

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
　
２
階
）

日
時

７
月
１０
日
B

午
前
９
時
か
ら

正
午

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

相
談
員

山
田
喜
久
子
さ
ん

2
９５
―

３
０
０
３

※
相
談
日
以
外
は
、
電
話
相
談
可
。

日
時

７
月
２６
日
D

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

▼
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
権
利

の
移
転
登
記

▼
抵
当
権
等
担
保
に
関
す
る
登
記

▼
会
社
の
設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記

▼
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

▼
建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
土
地

の
地
目
変
更
・
分
筆
合
筆
お
よ
び
地

積
更
正
の
登
記

日
時

７
月
１９
日
D

午
後
１
時
か
ら

４
時

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

※
前
日
ま
で
に
、
行
政
課
窓
口
ま
た
は
、

電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

日
時

７
月
５
日
D
、
１９
日
D

午
後

６
時
か
ら
８
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
　
相
談
室

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題

▼
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し

▼
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援

▼
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪
質
商
法

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

無
料
相
談

無
料
相
談

青
少
年
な
や
み
相
談
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2
家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
こ
ど
も
課

　
94
―

０
２
５
２

2

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

　
94
―

０
０
６
０
　
5
94
―

０
０
５
９

2
消
費
生
活
相
談

役
場
／
環
境
経
済
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
６
７

2

登
記
相
談

役
場
／
行
政
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
１
３

2
法
律
相
談

役
場
／
行
政
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
１
３

2

厚
生
年
金
相
談

役
場
／
保
険
年
金
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
５
１

2

おし
らせ
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多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
環
境
経
済
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
６
７

2

相談



日
時

７
月
７
日
F

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季
　
娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
帰

り
の
時
間
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。）

内
容
お
よ
び
講
師

『
高
齢
と
な
っ
て
も

楽
し
く
生
き
る
講
話
』

講
師
　
関
戸
士
郎
さ
ん

一
足
早
く
盆
踊
り
の
練
習
を
し
ま
せ

ん
か
？
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
１５
日
G

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時
３０
分

場
所

町
民
会
館
２
階
ホ
ー
ル

主
催

あ
や
め
民
踊
会

講
師

日
本
民
踊
研
究
会
　
安
藤
豊
淑

五
さ
ん

費
用

無
料

今
年
の
夏
は
、
い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ

と
ス
テ
キ
な
貴
女
（
貴
方
）
で
デ
ビ
ュ

ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

大
口
さ
く
ら
メ
イ
ト
で
は
、
夏
の
盆

踊
り
に
向
け
て
盆
踊
り
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
１６
日
A

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時
３０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
　
多
目

的
室

費
用

無
料
（
申
込
不
要
）

持
ち
物

う
ち
わ

そ
の
他

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
２
日
D
か
ら
６
日
A

▽
１
部

午
前
１０
時
か
ら
１１
時

▽
２
部

午
前
１１
時
１０
分
か
ら
午
後
１２

時
１０
分

場
所

温
水
プ
ー
ル

対
象

年
少
か
ら
小
学
６
年
生

定
員

各
６０
名
（
先
着
順
）

受
講
料

３
７
０
０
円
（
税
込
）

申
込
み

町
内
の
方
は
７
月
１５
日
G
午

前
９
時
、
町
外
の
方
は
７
月
２２
日
G

午
前
９
時
か
ら
総
合
グ
ラ
ン
ド
管
理

棟
２
階
で
受
付
け
ま
す
。
印
か
ん
・

受
講
料
を
持
参
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
月
、
火
曜
日
を
除
く
。

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

ウ
ィ
ル
大

口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

2
９５
―

９
０
３
３

生
革
で
ク
リ
ス
タ
ル
ブ
ロ
ー
チ
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

７
月
９
日
A

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時

場
所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
憩
い
の
四

季
内
「
憩
い
処
さ
く
ら
屋
」

定
員

２０
名
（
先
着
順
）

講
師

豊
島
美
津
子
さ
ん
（
は
ん
ど
く

ら
ふ
と
時
遊
）

参
加
費

２
０
０
０
円
（
材
料
費
）

※
コ
ー
ヒ
ー
付

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、

タ
オ
ル
、
革
の
切
れ
る
は
さ
み

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

憩
い
処
さ
く
ら
屋
　
2
９５
―

１
７
３
９

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
２２
日
G
、
２９
日
G
、
８
月

５
日
G

午
後
７
時
３０
分
か
ら
午
後

８
時
４５
分

場
所

大
口
中
学
校
　
体
育
館

費
用

無
料

種
目

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
等

対
象

小
学
生
以
上

※
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法

７
月
８
日
G
午
前
９
時
か

ら
生
涯
学
習
課
で
受
付
け
ま
す
。

日
時

毎
週
木
・
土
曜
日
　
午
後
７
時

か
ら
８
時
３０
分

場
所

大
口
北
小
学
校
　
講
堂

費
用

月
額
３
０
０
０
円
（
別
途
保
険

料
と
し
て
年
５
０
０
円
）

申
込
方
法

稽
古
日
に
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

大
口
町
剣
道
協
会

神
谷
　
2
９５
―

５
３
０
６

おし
らせ
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講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2
盆
踊
り
講
習
会

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2

革
工
芸
体
験
教
室

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

　
94
―

０
５
３
０

2

夏
期
特
別
水
泳
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2

剣
道
教
室
生
徒
募
集

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2

盆
踊
り
講
習
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

　
94
―

０
５
３
０

2



５
月
２５
日
E
、
国
府
宮
裸
祭
大
鏡
餅

奉
納
大
口
町
奉
賛
会
（
大
竹
喜
久
雄
会

長
）
か
ら
、
大
口
誕
生
１
０
０
周
年
を

記
念
し
て
、
町
へ
５
０
０
万
円
が
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
口
町
献
血
推
進
協
議
会
が
５
月
３１

日
D
に
役
場
で
実
施
し
た
献
血
に
６９
人

（
う
ち
４
０
０
P
４３
人
）
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
の
献
血
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

７
月
２９
日
G

午
前
１０
時
か
ら

正
午
　
午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

ア
ピ
タ
大
口
店

空
家
戸
数

小
口
住
宅
　
１
戸

申
込
資
格

①
生
計
の
主
体
と
な
る
方
で
、
町
内
に

１
年
以
上
お
住
ま
い
ま
た
は
お
勤
め

の
方

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
方

※
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
〜
４
級
）
を

お
持
ち
の
方
な
ど
は
、
単
身
入
居
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

都
市
開
発
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

③
町
県
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

申
込
用
紙
配
布
期
間

７
月
１１
日
C
か

ら
１８
日
C

受
付
期
間

７
月
１２
日
D
か
ら
１９
日
D

※
申
込
用
紙
配
布
お
よ
び
受
付
時
間
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

（
土
、
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
か

ら
午
後
１
時
を
除
く
）

そ
の
他

応
募
者
多
数
の
場
合
は
公
開

抽
選
と
な
り
ま
す
。

公
開
抽
選
日
時

７
月
２５
日
C

午
後

１
時
３０
分

公
開
抽
選
場
所

役
場
２
階
　
第
１
会

議
室

採
用
種
目

①
一
般
曹
候
補
学
生
　
②

曹
候
補
士
　
③
航
空
学
生

応
募
資
格

①
昭
和
５８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
昭
和
５５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

③
昭
和
６１
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
③
は
高
校
卒
業
以
上
（
卒
業
見
込
み

含
む
）
の
方
に
限
る
。

試
験
期
日

①
②
は
９
月
１６
日
G
、
③

は
９
月
２３
日
G

受
付
期
間

①
②
③
と
も
８
月
１
日
C

か
ら
９
月
８
日
F
必
着

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

自
衛
隊
愛
知
地
方
連
絡
部

小
牧
募
集
セ
ン
タ
ー

2
０
５
６
８
―

７３
―

２
１
９
０

http://w
w
w
.aichi.plo.jda.go.jp

日
時

１１
月
８
日
D

午
後
１
時
３０
分

か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
（
名
古

屋
市
国
際
展
示
場
）

受
験
資
格

▽
給
排
水
設
備
工
事
に
関

し
て
３
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す

る
者
▽
建
設
業
法
（
昭
和
２４
年
法
律

第
１
０
０
号
）
第
２７
条
第
５
項
の
１

級
ま
た
は
２
級
土
木
施
工
管
理
技
士

の
資
格
を
有
す
る
者
▽
第
２７
条
第
５

項
の
１
級
ま
た
は
２
級
管
工
事
施
工

管
理
技
士
の
資
格
を
有
す
る
者

願
書
配
布

７
月
１０
日
B
か
ら
２７
日
E
ま

で
、
役
場
下
水
道
課
で
配
布
し
ま
す
。

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

願
書
受
付

７
月
１４
日
F
か
ら
３１
日
B

ま
で
、
役
場
下
水
道
課
で
受
け
付
け

ま
す
。

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

※
１０
月
１２
日
E
に
受
験
講
習
を
お
こ
な

い
ま
す
。
詳
し
く
は
下
水
道
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
機
関

日
本
下
水
道
協
会
愛
知
県

支
部
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そ
の
他

そ
の
他

おし
らせ

募
　
集

募
　
集

献
血
に
ご
協
力
を

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

　
94
―

１
２
２
２

2

善
　
意

善
　
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

役
場
／
政
策
調
整
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
２
０
３

2

町
営
住
宅
入
居
募
集

役
場
／
都
市
開
発
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
７
２

2

自
衛
官
募
集

役
場
／
行
政
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
１
３

2

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

役
場
／
下
水
道
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
８
７

2



『
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く明

る
い
社
会
』

７
月
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
強
調
月
間
で
す
。

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年

を
更
生
す
る
に
は
、
本
人
を
取
り
巻
く

地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
江
南
保
護
区
保
護
司
会
大
口
地
域

部
会
と
大
口
町
更
生
保
護
女
性
会
で
は
、

こ
の
強
調
月
間
に
合
わ
せ
、
街
頭
活
動

や
広
報
車
に
よ
る
啓
発
の
ほ
か
、
次
の

と
お
り
ビ
デ
オ
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
２３
日
A

午
後
１
時
３０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
　
多
目

的
室

介
護
支
援
専
門
員
と
は
、
介
護
の
必

要
な
方
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ

う
努
め
る
、
幅
広
い
知
識
と
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
力
が
要
求
さ
れ
る
仕
事
で
す
。

受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
で
合

計
５
年
以
上
（
一
部
の
対
象
者
は
１０

年
以
上
）
の
実
務
経
験
が
あ
る
方

②
①
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
勤
務
地

が
県
内
に
あ
る
方
、
も
し
く
は
、
住

所
地
が
県
内
に
あ
り
、
現
在
①
の
業

務
に
従
事
し
て
い
な
い
方

願
書
配
布
期
間

７
月
７
日
F
か
ら
８

月
４
日
F

願
書
配
布
場
所

大
口
町
福
祉
課
、
愛
知

県
高
齢
福
祉
課
、
県
事
務
所
、
県
民
生

活
プ
ラ
ザ
、
県
社
会
福
祉
協
議
会

願
書
受
付
期
間

７
月
１２
日
D
か
ら
８

月
４
日
F

試
験
日

１０
月
２２
日
A

問
合
せ
先

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
介

護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
係

2
０
５
２
―
２
３
１
―
３
２
２
４

第
１
号
被
保
険
者
（
６５
歳
以
上
の
方
）

の
介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
状
況

を
も
と
に
決
定
し
ま
す
。

決
定
通
知
書
は
７
月
１４
日
F
頃
に
発

送
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
は
、
年
金
の
支
給
月

に
合
わ
せ
て
年
６
期
、
年
金
か
ら
天
引

き
し
ま
す
。（
年
度
途
中
で
６５
歳
に
な
っ

た
方
は
、
す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い

て
も
当
分
の
間
は
普
通
徴
収
で
す
。）

普
通
徴
収
の
方
は
、
年
１０
期
に
分
け

て
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

納
め
忘
れ
の
な
い
「
口
座
振
替
」
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

低
所
得
の
方
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
円

滑
な
利
用
の
た
め
に
「
介
護
保
険
負
担

限
度
額
」「
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用

者
負
担
軽
減
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
「
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
」「
社
会
福
祉
法
人

等
の
利
用
者
負
担
軽
減
対
象
確
認
証
」

の
有
効
期
限
は
６
月
３０
日
F
ま
で
で
す
。

引
き
続
き
軽
減
等
の
認
定
を
受
け
る
場

合
は
、
更
新
の
申
請
が
必
要
で
す
。

●
介
護
保
険
負
担
限
度
額

対
象
者

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

お
り
、
町
民
税
世
帯
非
課
税
の
方

申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん

●
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負

担
軽
減

対
象
者

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

お
り
、
社
会
福
祉
法
人
等
の
実
施
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
で
、

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

▽
年
間
の
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５
０

万
円
、
世
帯
員
が
一
人
増
え
る
ご
と

に
５
０
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

▽
預
貯
金
等
の
額
が
単
身
世
帯
で
３
５

０
万
円
、
世
帯
員
が
一
人
増
え
る
ご

と
に
１
０
０
万
円
を
加
算
し
た
額
以

下
▽
居
住
の
土
地
家
屋
等
日
常
生
活
の
た

め
に
必
要
な
資
産
以
外
を
所
有
し
て

い
な
い

▽
親
族
等
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

▽
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
生

活
保
護
者
お
よ
び
旧
措
置
者
の
内
軽

減
を
受
け
て
い
な
い

申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
貯
金

通
帳
等
収
入
の
わ
か
る
も
の

里
親
制
度
と
は
、
親
の
様
々
な
事
情

に
よ
り
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
家
庭
を
提
供
し
、
暖

か
い
愛
情
と
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で

育
て
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

里
親
支
援
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

一
宮
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

2
０
５
８
６
―

４５
―

１
５
５
８
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おし
らせ

介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
実
務
研
修
受
講
試
験

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

　
94
―

１
２
２
２

2
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

　
94
―

１
２
２
２

2

介
護
保
険
料
決
定
通
知

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

　
94
―

１
２
２
２

2

介
護
保
険
負
担
限
度
額
等

有
効
期
限
満
了

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

　
94
―

１
２
２
２

2

里
親
を
求
め
て
い
ま
す

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
こ
ど
も
課

　
94
―

０
２
５
２

2



〜
保
育
園
・
幼
稚
園
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？
〜

お
子
さ
ん
の
入
園
す
る
保
育
園
・
幼

稚
園
は
決
ま
り
ま
し
た
か
？

決
め
た
方
も
迷
っ
て
い
る
方
も
、
園

長
先
生
や
先
輩
マ
マ
の
話
を
聞
い
て
、

保
育
園
や
幼
稚
園
の
こ
と
を
も
っ
と
勉

強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

７
月
５
日
D

午
前
１０
時
か
ら

正
午

場
所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
憩
い
の
四

季
　
娯
楽
室

定
員

６０
名
（
同
室
に
プ
レ
イ
ル
ー
ム

あ
り
）

参
加
費

２
０
０
円
（
託
児
は
別
途
３

０
０
円
）

申
込
み

７
月
３
日
B
午
後
１
時
か
ら

３
時
ま
で
の
間
に
2
９４
―

１
９
７
２
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

賞
金
は
一
等
・
前
後
賞
あ
わ
せ
て
３
億
円

今
年
も
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
宝
く

じ
の
収
益
金
の
一
部
は
、
公
共
事
業
の

資
金
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
、
明
る
く
住

み
良
い
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

発
売
期
間

７
月
１３
日
E
か
ら
８
月
１

日
C

抽
選
日

８
月
１１
日
F

県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
入
学
予
定
で
、

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
養
護
学
校
体

験
入
学
を
お
こ
な
い
ま
す
。

申
込
み
は
体
験
入
学
を
希
望
す
る
学

校
へ
直
接
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
一
宮
東
養
護
学
校

日
時

９
月
１５
日
F
・
１０
月
１２
日
E

対
象

知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
、
情
緒

に
障
害
の
あ
る
子

申
込
み

2
０
５
８
６
―

５１
―

５
３
１
１

◆
小
牧
養
護
学
校

日
時

９
月
１５
日
F
・
１０
月
１９
日
E

対
象

手
足
の
不
自
由
な
子

申
込
み

2
０
５
６
８
―

７３
―

７
６
６
１

◆
大
府
養
護
学
校

日
時

１０
月
１３
日
F
・
１１
月
１７
日
F

対
象

慢
性
の
呼
吸
器
系
疾
患
な
ど
の

病
気
で
入
院
し
て
い
る
子

申
込
み

2
０
５
６
２
―

４８
―

５
３
１
１

※
各
養
護
学
校
で
は
、
体
験
入
学
日
以

外
で
も
、
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

『
非
行
の
芽
　
は
や
め
に
つ
も
う

み
な
我
が
子
』

大
口
町
の
青
少
年
が
明
る
く
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
は
、
子
を
持
つ
す
べ

て
の
親
、
す
べ
て
の
町
民
の
願
い
で
す
。

し
か
し
、
最
近
の
青
少
年
の
非
行
情
勢

は
年
々
悪
化
し
、
社
会
的
弱
者
を
ね
ら

っ
た
ひ
っ
た
く
り
や
殺
人
・
強
盗
な
ど
、

悪
質
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
や

喫
煙
、
夜
遊
び
な
ど
で
補
導
さ
れ
る
青

少
年
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
下
一
斉
に
７
、
８
月
を

「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
県
民

運
動
」
強
調
月
間
と
し
て
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
７
月
を
「
暴
走
族
追
放
強
化
月

間
」
と
し
、『
暴
走
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
見
に
行
か
な
い
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
暴
走
族
の
い
な
い
町
づ
く
り
」
に

対
す
る
関
心
、
理
解
を
深
め
る
た
め
の

運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

次
代
を
担
う
青
少
年
を
非
行
か
ら
守

る
た
め
に
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の

そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
役
割
を
認
識
し
、

と
も
に
力
を
合
わ
せ
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

大
口
町
青
少
年
問
題
協
議
会

大
口
町
・
大
口
町
教
育
委
員
会

回
収
し
ま
す
！あ

な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
地
球
環
境
保
護

の
た
め
、
古
く
な
っ
た
電
話
帳
を
積
極

的
に
回
収
し
て
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
図
っ
て
い
ま
す
。

７
月
中
に
お
届
け
予
定
の
新
し
い
電

話
帳
を
受
け
取
ら
れ
た
際
に
は
、
ご
不

要
と
な
っ
た
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

配
達
当
日
に
ご
不
在
の
場
合
は
、
後

日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
左

記
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

2
０
１
２
０
―

５
０
６
―

３
０
９
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おし
らせ

マ
ミ
ー
ズ
ル
ー
ム

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

　
94
―

０
５
３
０

2

青
少
年
の
非
行
問
題
に

　
　
　
取
り
組
む
県
民
運
動

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

役
場
／
企
画
財
政
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
８
３

2
県
立
養
護
学
校
体
験
入
学

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

　
95
―

４
４
４
６

2

電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

役
場
／
情
報
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
６
３

2



25 平成18年7月号

夏
休
み
に
親
子
で
「
超
伝
導
磁
気
浮

上
式
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
」
に
試
乗

し
ま
せ
ん
か
。

日
時

８
月
３１
日
E

午
前
７
時
４０
分

ま
た
は
８
時
１０
分
　
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅

集
合

場
所

山
梨
リ
ニ
ア
実
験
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
５
・
６
年
生
（
兄
弟
に
限

り
複
数
可
）
と
そ
の
保
護
者
（
１
名

２０
歳
以
上
）

定
員

１
６
０
名
（
抽
選
）

参
加
費
用

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
保
護
者
の

氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
郵
便
番
号
、

小
学
生
の
氏
名
・
性
別
・
学
校
名
・

学
年
を
記
入
し
、
左
記
あ
て
先
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

７
月
３
日
B
か
ら
２５
日
C

必
着

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

〒
４
６
０
―

８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

愛
知
県
地
域
振
興
部
交
通
対
策
課

山
梨
リ
ニ
ア
親
子
試
乗
会
係

０
５
２
―

９
５
４
―

６
１
２
５

※
問
合
せ
は
７
月
３
日
B
か
ら
受
付
け

ま
す
。

外
部
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
鯱
ほ
こ
連
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
阿
波
踊
り
や
職
員
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ダ
ン
ス

の
ほ
か
、
多
数
の
模
擬
店
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
１６
日
A

（
雨
天
順
延
）

場
所

御
桜
乃
里
　
正
面
駐
車
場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
憩
い
の
四
季
」

と
「
憩
い
処
さ
く
ら
屋
」
は
、
８
月
１２

日
G
か
ら
１５
日
C
ま
で
の
４
日
間
、
臨

時
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

白
山
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
室
の
電
話

を
廃
止
し
、
温
水
プ
ー
ル
１
階
受
付
窓

口
の
直
通
電
話
に
変
更
し
ま
し
た
。

温
水
プ
ー
ル
の
直
通
電
話
番
号

2
９５
―

１
３
１
３

７
月
11
日
C
〜
20
日
E
は

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
で
す

い
よ
い
よ
夏
本
番
、
海
や
山
の
レ
ジ

ャ
ー
も
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。

例
年
こ
の
時
期
は
、
夏
の
開
放
感
か

ら
無
謀
運
転
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
重
大

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外

出
の
機
会
が
増
え
る
子
ど
も
や
、
暑
さ

の
た
め
に
注
意
力
が
散
漫
に
な
る
高
齢

者
な
ど
の
事
故
も
多
く
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
、
暑
さ
に

よ
る
イ
ラ
イ
ラ
運
転
に
気
を
付
け
て
、

ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

▽
若
者
の
無
謀
運
転
を
な
く
そ
う

▽
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

▽
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う

おし
らせ

『～こどもたちが狙われています！』

子どもたちを狙った犯罪が全国各地で発生してい
ます。今一度お子さんとともに約束事を再確認し、
子どもたちを犯罪から守りましょう。
①子どもを一人だけにしない

学校の登下校や外で遊ぶ時も、できるだけ複数
で行動するように教えましょう。また、「誰と・
どこで・何をして・何時に帰る」を伝えてから外
出するように習慣づけましょう。

②不審者に対する備えをさせる
大声で助けを求める方法や、防犯ブザーの使用
方法などを日頃から練習しておきましょう。

③危険な場所の確認をする
公園の植え込みのかげ、公衆トイレ、神社の境
内、空き家など、目の届かない危険な場所には近
付かないように教えましょう。
地域の皆さんも声かけ、見守りをお願いします。

～大口町地域安全パトロール協議会～

山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線

　
　
　
夏
休
み
親
子
試
乗
会

役
場
／
企
画
財
政
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
８
３

2

御
桜
乃
里
　
夏
祭
り

御
桜
乃
里

　
95
―

８
１
５
１

2
憩
い
の
四
季
臨
時
休
業

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

　
94
―

０
５
３
０

2

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

役
場
／
行
政
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
１
３

2

温
水
プ
ー
ル
直
通
電
話

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2
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西
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、
母
の
日
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
作
り
と
し
て
、
山
崎
重
子
先
生
に

『
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
』
を
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。

　
「
近
頃
の
子
ど
も
は
生
花
に
接
す
る
機

会
が
少
な
い
の
で
、
生
き
た
花
を
通
し
て
、

優
し
い
人
の
心
を
育
て
て
欲
し
い
」
と
山

崎
先
生
。
今
回
は
小
学
1
年
生
か
ら
6
年

生
ま
で
の
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
ま
ず
は
可
愛
い
お
花
の
形
に
加
工
さ
れ

た
紙
コ
ッ
プ
に
絵
を
書
い
て
、
花
器
作
り

か
ら
始
め
ま
す
。
楽
し
い
絵
が
出
来
上
が

っ
た
ら
、
オ
ア
シ
ス
を
入
れ
て
も
ら
い
、

い
ざ
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑

戦
！
み
ん
な
花
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る
時
は
、

真
剣
そ
の
も
の
。
男
子
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
、
女
子
は
慎
重
に
お
花
を
挿
し
て
い
る

の
が
印
象
的
で
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
作

品
は
個
性
豊
か
で
、
最
高
の
仕
上
が
り
！

同
じ
お
花
を
使
っ
た
の
に
、
様
々
な
表
情

を
持
つ
作
品
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
大
好
き
な
お
母
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
書
き
ま
し
た
。

　
『
い
つ
も
服
を
洗
濯
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
！
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
ね
』
（
小

６
男
子
）
な
ど
、
み
ん
な
お
母
さ
ん
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
、
素
直
に
言
葉
に
し
て

い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
、
き
っ
と
ホ
ロ
リ

と
き
ち
ゃ
う
ね
。
材
料
費
１
０
０
円
で
、

花
へ
の

優
し
さ
、

お
母
さ

ん
へ
の

愛
情
が

感
じ
ら

れ
る
作

品
が
勢

ぞ
ろ
い

し
ま
し

た
！

　
第
2
回
『
北
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
』

が
催
さ
れ
大
盛
況
で
し
た
。

　
『
見
る
コ
ー
ナ
ー
』
は
名
古
屋
経
済
大

学
の
サ
ー
ク
ル
『
童
』
が
、
自
作
自
演
の

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
『
き
の
こ
の
き
』
を
上

演
し
、
立
ち
見
が
出
る
程
の
人
気
で
し
た
。

　
『
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
』
は
、
普
段
当
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
小
6
と
高
校
一
年

生
（
総
勢
20
名
）
が
案
を
出
し
合
っ
て
、

小
さ
な
子
ど
も
も
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
作

り
を
し
ま
し
た
。

　
『
作
る
コ
ー
ナ
ー
』
は
『
童
』
と
愛
知

江
南
短
期
大
学
の
学
生
が
、
子
ど
も
達
と

『
プ
ラ
バ
ン
』
や
『
ス
ラ
イ
ム
』
作
り
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
『
食
べ
る
コ
ー
ナ
ー
』
は
、
父
兄
の
方
々

と
『
元
気
ク
ラ
ブ
』
の
協
力
で
、
う
ど
ん
・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
み
た
ら
し
だ
ん
ご
等

が
テ
ン
ト
に
出
店
し
、
み
ん
な
外
で
美
味

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
バ
ザ
ー
も
大
入
り
満
タ
ン
で
、
『
見
て
・

遊
ん
で
・
作
っ
て
・
食
べ
て
・
買
っ
て
』

と
、
大
満
足
の
一
日
で
し
た
ネ
。

男の子もこんなに上手にできました！

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先　役場　情報課　295-1111 内線163
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。
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『
余
野
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
』
の

み
な
さ
ん
と
『
西
保
育
園
』
の
年
長
さ
ん

が
、
中
央
公
園
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
慣
れ
て
く
る
と

段
々
と
強
く
打
て
る
よ
う
に
な

り
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
入
る
と
、

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
「
孫
も
成
人
し
て
し
ま

っ
た
か
ら
、
こ
ん
な
小
さ
い
子

達
を
見
る
の
は
久
し
ぶ
り
。
本

当
に
可
愛
い
」
（
83
歳
男
性
）
、

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
と
っ
て
も
優
し
か
っ
た
か
ら
、
楽
し

か
っ
た
」
（
男
子
）
な
ど
、
年
の
差
を
超

え
た
温
か
い
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
『
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
』
の
活
動
と
し
て
、

『
鳴
子
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
』
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地
元
の
農
家
酒
井

さ
ん
の
田
ん
ぼ
を
お
借
り
し
て
、
田
植
え

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
』
と
は
、
国
と
民

間
が
協
力
し
て
、
子
ど
も
の
体
験
・
活
動

な
ど
を
応
援
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
の

手
助
け

を
す
る

と
い
う

も
の
。

　
こ
の

春
に
酒

井
澄
美
さ
ん
を
代
表
と
す
る
『
鳴
子
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
』
が
今
迄
の
活
動
を
評

価
さ
れ
、
交
付
を
受
け
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
「
地
元
の
農
家
の
方
々
の
協
力
の
も

と
、
農
作
業
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
達

に
土
の
感
触
や
自
然
の
温
か
さ
を
感
じ
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

元
気
に
鳴
子
も
踊
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
」

と
酒
井
代
表
。

　
こ
の
日
は
田
植
え
の
後
に
、
丸
々
と
大

き
く
育
っ
た
玉
ね
ぎ
や
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
を
、

い
っ
ぱ
い
収
穫
し
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ

り
嬉
し
い
の
が
、
作
業
の
後
に
配
ら
れ
た

酒
井
代
表
手
づ
く
り
の
お
に
ぎ
り
や
、
冷

た
〜
い
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
！
愛
情
た
っ
ぷ

り
で
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
も
大
満
足
！

　
こ
れ
か
ら
も
毎
月
活
動
が
あ
り
、
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
随
時
募
集
中
！
メ
ン
バ

ー
に
登
録
し

な
く
て
も
、

体
験
活
動
だ

け
で
も
参
加

で
き
ま
す
よ
。

　
年
少
か
ら
年
中
の
園
児
1
0
2
名
が
、

大
森
俊
亮
さ
ん
の
畑
を
お
借
り
し
て
、
サ

ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
色
と
り
ど
り
の
長
靴
を
は
い
て
、
み
ん

な
で
１
本
ず
つ
て
い
ね
い
に
苗
を
植
え
、

最
後
に
年
長
さ
ん
が
大
き
く
育
つ
こ
と
を

願
っ
て
水
撒
き
を
し
ま
し
た
。

　
今
か
ら
秋
に
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
で
、

焼
き
イ
モ
・
羊
羹
・
鬼
ま
ん
じ
ゅ
う
等
を

作
る
の
が
、
と
っ
て
も
楽
し
み
な
子
ど
も

達
で
す
。
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『
生
き
生
き
土
曜
学
級
』
の
開
校
式
が
、

ほ
ほ
え
み
ホ
ー
ル
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
習
支
援
者
で
あ
る
大
学
生
の
方
々
の

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
演
奏

や
、
鳴
子
踊
り
の
実
演
も
あ
り
、
生
の
楽

器
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
、
踊
り
の
力
強
さ

に
、
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　
『
生
き
生
き
土
曜
学
級
』
は
、
生
活
・

学
習
の
基
礎
・
基
本
を
定
着
し
向
上
さ
せ

て
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
と
豊
か
な
社
会
性

を
育
み
、
休
日
を
有
意
義
に
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
開

か
れ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
で
す
。

　
教
室
は
、
英
語
圏
の
歌
・
ゲ
ー
ム
・
絵

本
・
行
事
な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
英
語
を

楽
し
ん
だ
り
、
算
数
や
国
語
な
ど
「
分
か

っ
た
！
」
と
解
決
す
る
よ
ろ
こ
び
を
味
わ

い
、
苦
手
な
も
の
を
克
服
す
る
『
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
寺
子
屋
教
室
』
と
、
作
る
喜

び
を
味
わ
い
創
造
力
を
伸
ば
す
『
ア
ー
ト

教
室
』
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
ワ
ク
ワ
ク
す

る
内
容
で
い
っ
ぱ
い
。

　
指
導
者
や
学
習
支
援
者
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
、
遊
び
な
が
ら
楽
し
み
な
が
ら
、

色
ん
な
事
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
意

気
込
み
が
、
子
ど
も
達
の
キ
ラ
キ
ラ
と
し

た
表
情
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
病
院
の
小
児
科
部
長
　
中
川
先

生
を
お
呼
び
し
て
、
マ
ミ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
主

催
「
第
７
回
マ
ミ
ー
ズ
ル
ー
ム
　
あ
な
た

は
子
ど
も
の
健
康
ま
も
れ
ま
す
か
？
　
〜

た
ば
こ
の
害
・
予
防
接
種
〜
」
と
い
う
講

演
が
ほ
ほ
え
み
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
深
刻
な
問
題
を
、
中
川
先
生
が
楽
し
い

演
奏
や
分
か
り
や
す
い
画
像
で
説
明
を
し

て
下
さ
る
の
で
、
皆
さ
ん
和
や
か
ム
ー
ド

で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
『
マ
ミ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
』
は
年
3
回
情
報

紙
と
年
１
回
小
冊
子
を
発
行
し
、
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
第
20
回
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
丹
羽

消
防
本
部
で
お
こ
な
わ
れ
、
大
口
町
消
防

団
の
9
分
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
放
水
ま
で
の

時
間
・
規
律
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

　
優
勝
・
河
北
分
団
、
準
優
勝
・
下
小
口

分
団
、
第
3
位
・
上
小
口
分
団
と
い
う
結

果
で
し
た
。
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
て
、

本
番
に
強
い
チ
ー
ム
で
す
。
優
勝
で
き
て
、

本
当
に
嬉
し
い
」
と
、
優
勝
し
た
河
北
分

団
の
指
揮
者
　
仙
田
善
孝
さ
ん
。

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先　役場　情報課　295-1111 内線163
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。
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『
さ
く
ら
大
学
』
（
高
齢
者
教
室
）
の

開
講
式
が
『
憩
い
の
四
季
』
の
娯
楽
室
で

お
こ
な
わ
れ
、
続
い
て
第
１
回
『
愛
・
地

球
博
こ
ぼ
れ
ば
な
し
』
の
講
議
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
愛
知
万
博
の
『
一
市
町
村
一
国
、
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
』
と
し
て
、
大
口
町
は

ニ
カ
ラ
グ
ア
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
を
受
け
持

つ
事
と
な
り
、
今
回
講
師
に
お
招
き
し
た

河
部
光
廣
氏
に
大
口
町
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

大
使
と
し
て
、
町
と
外
国
と
の
橋
渡
し
を

さ
れ
た
時
の
ご
苦
労
や
こ
ぼ
れ
話
を
講
演

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
異
文
化
の
国
と
の
交
流
は
、
な
か
な
か

綺
麗
ご
と
だ
け
で
は
進
ま
な
い
部
分
も
あ

り
、
陰
で
は
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
方
々

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
色
ん
な
ご

苦
労
を
さ
れ
た
ん
だ
と
、
と
て
も
興
味
深

い
内
容
で
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
、
こ
こ

で
し
か
聞
け
な
い
こ
ぼ
れ
話
に
、

う
な
ず
い
た
り
笑
っ
た
り
と
、
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
『
さ
く
ら
大
学
』
は
毎
月
第
一

金
曜
日
に
開
か
れ
、
参
加
自
由
（
お

お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
）
で
す
。

毎
回
講
師
を
お
迎
え
し
て
、
多
種

多
様
な
講
議
が
開
か
れ
ま
す
。

　
７
月
７
日
は
『
高
齢
と
な
っ
て
も
楽
し

く
生
き
る
講
和
（
講
師
　
関
戸
士
郎
氏
）
』
。

是
非
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

 

5
年
目
を

迎
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー

プ
オ
カ
リ

ナ
ピ
ッ
コ

ロ
の
み
な

さ
ん
、
な

ん
と
レ
パ

ー
ト
リ
ー

は
1
0
0

曲
と
か
（
び

っ
く
り
）
。
『
勇
気
1
0
0
％
』
を
全
員

に
演
奏
し
て
も
ら
い
、
そ
の
素
朴
な
音
色

に
大
感
激
！

　
初
夏
に
企
画
中
の
公
園
で
の
青
空
ラ
イ

ブ
に
向
け
て
、
み
な
さ
ん
ソ
ロ
演
奏
練
習

に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
5
の

男
子
二
人
も
、
『
イ
エ
ス
タ
デ
ィ
・
ワ
ン

ス
・
モ
ア
』
や
『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』
な

ど
2
曲
ず
つ
ソ
ロ
演
奏
を
し
ま
す
。
こ
の

邪
心
の
な
い
澄
ん
だ
演
奏
が
ま
た
素
敵
で

し
た
！

　
癒
さ
れ
る
こ
と
間
違
い
ナ
シ
で
す
よ
。

　
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
小
口
城
址
公
園

で
写
生
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
写
生
を
描
い
て
い
る
間
、
戦
国
武

将
に
扮
し
た
愛
知
県
古
銃
研
究
会
の

み
な
さ
ん
と
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、

本
物
の
火
縄
銃
に
触
れ
て
説
明
を
受

け
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
入
選
作
品
は
健
康
文
化
セ
ン

タ
ー
1
階
「
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で

7
月
3
日
か
ら
15
日
ま
で
展
示
さ
れ

ま
す
。

写生のモデルにもなってくれた戦国武将



５
月
９
日
C

予
感

日
曜
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、
今
日
の
細

か
い
雨
が
梅
雨
に
入
っ
た
か
の
よ
う
に
錯

覚
を
さ
せ
る
。
種
ま
き
の
時
期
を
向
か
え
、

ま
さ
に
恵
み
の
雨
。

庁
舎
前
の
た
ん
ぼ
に
、
発
芽
し
た
苗
箱

が
並
べ
ら
れ
、
ま
る
で
緑
の
毛
氈
を
敷
き

詰
め
た
よ
う
な
景
色
に
な
っ
た
。
田
植
え

の
時
期
が
間
近
に
な
っ
た
こ
と
を
感
じ
る
。

―
雨
粒
で
光
る
苗
。

―
立
ち
寄
っ
た
お
店
に
飾
ら
れ
た
色
鮮

や
か
な
あ
じ
さ
い
。

ま
た
、
暑
い
夏
が
近
づ
い
て
き
た
。

５
月
１５
日
B

叙
勲

昭
和
２６
年
、
わ
ず
か
な
職
員
に
よ
っ
て

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
保
育
園
事
業
、
そ
の

ス
タ
ー
ト
に
程
近
い
昭
和
３０
年
か
ら
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
西
村
睦
枝
さ
ん
（
現
性
、

朝
倉
）
が
、
今
年
の
春
の
叙
勲
で
、
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
報
告
を
か
ね
て
、

ご
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

５
月
８
日
に
県
知
事
よ
り
伝
達
が
あ
り
、

１２
日
に
は
皇
居
に
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
さ

れ
た
。
４１
年
余
に
わ
た
る
保
育
園
時
代
の

思
い
出
や
、
尾
張
保
育
士
会
（
町
村
）
の

役
員
を
３
期
お
勤
め
に
な
っ
た
経
験
談
を

懐
か
し
く
語
ら
れ
、
明
る
い
お
人
柄
が
印

象
に
残
っ
た
。

西
村
先
生
が
受
章
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ

の
地
域
の
保
育
士
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び

で
あ
り
、
励
み
で
あ
る
。
地
域
の
誉
れ
と

し
て
尊
く
思
う
。

５
月
２９
日
B

ま
ち
の
元
気

５
月
２７
日
G
、
生
き
生
き
土
曜
学
級
開

校
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
教
育
委
員
会
と

ウ
ィ
ル
大
口
の
主
催
で
、
会
場
に
は
、
参

加
者
１
２
０
名
と
そ
の
父
兄
、
来
賓
と
し

て
、
正
副
議
長
並
び
に
総
務
文
教
常
任
委

員
会
委
員
の
皆
さ
ん
、
教
育
委
員
会
、
学

校
関
係
者
の
皆
さ
ん
等
が
集
ま
り
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

学
校
教
育
で
で
き
な
い
教
育
、「
学
び
を

創
る
　
学
び
に
集
う
　
学
び
を
つ
な
ぐ
」

大
口
町
生
涯
学
習
構
想
の
理
念
の
も
と
ス

タ
ー
ト
し
た
。
現
時
点
で
は
、
英
語
、
算

数
、
国
語
、
ア
ー
ト
等
、
限
ら
れ
た
教
科

で
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
充
実
が
期
待

さ
れ
る
。
ま
た
、
統
合
中
学
校
（
平
成
２０

年
４
月
開
校
予
定
）
で
の
教
科
セ
ン
タ
ー

方
式
に
つ
な
が
る
大
口
独
自
の
教
育
体
制

の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
る
。
開
校
式
を
迎
え
、

感
慨
深
い
も
の
を
感
じ
た
。

ま
た
同
日
、
国
府
宮
裸
祭
大
鏡
餅
奉
納

大
口
町
奉
賛
会
解
散
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

事
業
の
全
行
程
を
滞
り
な
く
成
功
裡
に
終

え
ら
れ
、
大
役
を
済
ま
せ
た
皆
さ
ん
の
表

情
が
自
信
に
満
ち
、
清
々
し
く
和
や
か
で

あ
っ
た
。

今
日
、
本
庁
玄
関
ホ
ー
ル
に
『
奉
賛
会

の
歩
み
』
と
題
し
、
平
成
１７
年
１
月
３０
日

設
立
総
会
か
ら
平
成
１８
年
４
月
１４
日
の
奉

賛
会
解
散
奉
告
祭
ま
で
の
写
真
９４
点
が
展

示
さ
れ
た
。
多
く
の
方
々
に
ぜ
ひ
、
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

６
月
４
日
A

第
２０
回
操
法
大
会

６
月
の
声
を
聞
き
、
一
段
と
夏
め
い
て

き
た
本
日
、
第
２０
回
大
口
町
小
型
ポ
ン
プ

操
法
大
会
が
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本

部
で
開
催
さ
れ
た
。

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
建
物
火
災

等
、
迅
速
な
対
応
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

の
感
謝
。

４
月
に
は
連
続
３
件
の
建
物
火
災
が
発

生
し
、
す
で
に
昨
年
の
発
生
件
数
６
件
と

並
ん
で
し
ま
っ
た
。
消
防
団
長
を
始
め
幹

部
団
員
、
そ
し
て
丹
羽
広
域
事
務
組
合
と

の
協
議
に
よ
り
、
防
火
啓
発
と
し
て
「
火

災
予
防
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
特
に
各
地

区
の
巡
回
啓
発
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
、

成
果
を
上
げ
る
事
が
で
き
た
。
し
か
し
残

念
な
こ
と
に
、
６
月
１
日
夜
、
い
た
ず
ら

に
よ
る
建
物
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
は
残

念
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
気
迫
の
こ
も
っ
た
操
法

に
、
来
賓
の
方
々
も
心
強
く
感
じ
ら
れ
た

こ
と
と
思
う
。

今
回
の
操
法
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

感
じ
た
事
が
２
つ
あ
る
。
１
つ
は
、
団
員

が
気
概
を
も
っ
て
消
防
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
。
昨
年
の
県
操
法
大
会
準
優

勝
と
同
様
、
今
大
会
に
お
い
て
も
、
自
ら

の
ま
ち
は
自
ら
守
る
ん
だ
、
と
い
う
気
迫

で
満
ち
て
い
た
。
２
つ
め
は
、
操
法
の
技

術
の
向
上
が
挙
げ
ら
れ
る
。
最
優
秀
団
員

が
全
競
技
に
わ
た
っ
て
複
数
名
と
な
り
、

ま
た
、
操
法
の
タ
イ
ム
も
好
記
録
で
全
体

が
ま
と
ま
っ
た
。

今
、
消
防
団
員
の
数
の
不
足
が
話
題
に

な
る
。
そ
れ
と
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
、

熱
い
心
を
消
防
団
員
か
ら
感
じ
と
る
事
が

で
き
た
大
会
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

も
の
の
中
か
ら
、一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://w
w
w
.tow
n.oguchi.aichi.jp/

　
『
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
』
↓
『
町
長
室
で
す
』
↓
『
雑
感
』
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大
学
で
は
建
築
デ
ザ
イ
ン
を
学

ん
だ
の
で
、
や
は
り
そ
の
道
に
進

み
た
い
と
思
い
、
営
業
職
で
入
っ

た
会
社
を
辞
め
る
事
に
し
ま
し
た
。

　
母
が
看
護
師
で
、
自
分
も
一
生

仕
事
を
し
て
い
け
る
資
格
が
欲
し

か
っ
た
と
い
う
事
も
あ
り
、
バ
イ

ト
を
し
な
が
ら
学
校
に
通
っ
て
、

２
級
建
築
士
の
資
格
を
と
り
ま
し
た
。

　
夢
は
福
祉
施
設
と
か
公
共
の
建

物
を
設
計
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

　
で
も
今
は
勉
強
不
足
を
痛
感
す

る
事
が
多
い
の
で
、
毎
日
が
修
行

で
す
（
笑
）。

　「
肩
書
き
で
は
な
く
、
現
場
の
経

験
が
大
事
」
と
、
建
築
板
金
の
仕

事
を
し
て
い
る
父
は
よ
く
言
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
に
就
い
て
、
こ
の
言
葉

を
噛
み
締
め
て
い
ま
す
。

　
先
日
父
に
、
親
戚
の
家
を
補
修

す
る
か
ら
、
一
緒
に
来
て
仕
事
を

見
て
み
ろ
と
言
わ
れ
た
時
は
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
。
や
は
り
現
場
に

行
く
と
、
勉
強
に
な
る
事
が
多
い

の
で
。
そ
れ
と
、
父
と
仕
事
の
事

が
話
せ
る
の
も
新
鮮
な
感
覚
で
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　
両
親
共
働
き
だ
っ
た
の
で
、
父

は
家
事
一
般
も
で
き
る
ん
で
す
。

ゴ
ミ
の
分
別
な
ん
か
は
、
家
族
で

一
番
詳
し
い
か
も
（
笑
）。
仕
事

へ
の
姿
勢
、
家
族
へ
の
愛
情
、
や

っ
ぱ
り
父
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
ね
。

　
と
っ
て
も
元
気
が
良
く
っ
て
、

明
る
い
方
。

　
話
し
上
手
だ
け
ど
聞
き
上
手
で

も
あ
る
か
ら
、
お
友
達
か
ら
頼
り

に
さ
れ
る
の
も
納
得
！ 

キ
ラ
キ

ラ
と
輝
く
瞳
が
魅
力
で
し
た
。

松
永
　
裕
美
さ
ん 

（
秋
田
）　 

S
56・
4・
22
生

建
築
士
へ
の
夢

父
の
背
中
に
憧
れ
て

取
材
に
て

大学時代に制作した作品
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シ
リ
ー
ズ
42

「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
」
に
は
、
大
き
く

分
け
て
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
受
信
者
に
個

人
情
報
を
入
力
し
た
Ｅ
メ
ー
ル
を
返
信

さ
せ
る
「
Ｅ
メ
ー
ル
返
信
型
」。
も
う

一
つ
は
、
偽
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
ア
ク

セ
ス
す
る
よ
う
に
仕
向
け
、
そ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
使
っ
て
個
人
情
報
を
搾
取

す
る
「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
誘
導
型
」
で
す
。

Ｅ
メ
ー
ル
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
本
物

に
よ
く
似
せ
て
作
ら
れ
て
お
り
、
受
信

者
は
本
物
の
企
業
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

Ｅ
メ
ー
ル
と
勘
違
い
し
て
し
ま
い
、
個

人
情
報
を
返
信
し
た
り
入
力
し
た
り
し

て
し
ま
い
ま
す
。

▼
金
融
機
関
な
ど
が
個
人
情
報
に
つ
い

て
、
Ｅ
メ
ー
ル
を
使
っ
て
た
ず
ね
て

く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
Ｅ
メ
ー
ル
は
個
人
情
報
を
送
信
す
る
の

に
安
全
な
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
的
な
情
報
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
疑
わ
し
い
Ｅ
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル

は
、
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
開
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
す
よ
う
な

Ｅ
メ
ー
ル
が
届
い
た
ら

▼
「
カ
ー
ド
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
」

「
○
○
が
当
た
り
ま
し
た
」
な
ど
と
書

い
て
あ
っ
て
も
、
冷
静
に
確
認
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
Ｅ
メ
ー
ル
に
含
ま
れ
て
い
る
リ
ン
ク
先

は
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

▼
Ｅ
メ
ー
ル
の
内
容
の
真
偽
を
確
認
し
た

い
時
は
、
送
信
元
の
事
業
者
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
検
索
エ
ン
ジ
ン
な
ど
で

調
べ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
問
い
合
わ
せ

ま
し
ょ
う
。

個
人
情
報
を
入
力
し
て
し
ま
っ
た
ら

▼
名
前
を
使
わ
れ
た
本
物
の
事
業
者
に
連

絡
し
ま
し
ょ
う
。
金
融
機
関
の
場
合

は
す
ぐ
に
利
用
停
止
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

▼
銀
行
口
座
通
帳
な
ど
を
定
期
的
に
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
身
に
覚
え
の
な

い
引
き
落
と
し
な
ど
が
あ
れ
ば
、
す

ぐ
に
カ
ー
ド
会
社
や
銀
行
に
連
絡
を

し
、
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
金
銭
的
な
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

偽
メ
ー
ル
か
ら
始
ま
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺



平
成
平平

18
年
1
月
27
日
に
生
ま
れ
た
稲

垣
怜
恩
で
す
。
ぼ
く
の
ト
レ
ー
ド
マ

垣垣ー
ク
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
フ
サ

ーーフ
サ
の
髪
の
毛
と
ク
リ
ク
リ
お
め
め
。

フフフフよ
ろ
し
く
ね
。

よよ　
ぼ
く
の
今
の
楽
し
み
は
、
パ
パ
・

マ
マ
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
遊
ん
で
も
ら

う
こ
と
な
ん
だ
。
そ
れ
で
ね
、

ぼ
く
が
笑
っ
た
り
お
話
し
す
る
と
、

み
ん
な
す
ぐ
メ
ロ
メ
ロ
に
な
っ

ち
ゃ
う
の
。
そ
ん
な
み
ん
な
が

大
好
き
！！

　
だ
か
ら
、
今
度
寝
返
り
し
た

と
こ
ろ
を
見
せ
て
、
驚
か
せ
た

い
ん
だ
。
あ
と
も
う
ち
ょ
っ
と

な
ん
だ
け
ど
ね
…
。

　
こ
れ
か
ら
も
ぼ
く
の
成
長
を

楽
し
み
に
ま
っ
て
て
ね
。

　
は
じ
め
ま
し
て
齋
藤
昂
介
で
す
。

平
成
平平平平

18
年
１
月
12
日
に
2
8
0
0

グ
ラ
ム
で
元
気
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

ググ　
毎
日
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ニ
コ

ニ
コ
し
て
い
る
か
ら
、
知
ら
な
い
人

ニニに
話
し
か
け
ら
れ
た
ら
、
つ
い
つ
い

ににに大
笑
い
し
ち
ゃ
う
の
。

大

　
寝
返
り
も
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
ん
だ
よ
！
お
父
さ
ん
も
お

母
さ
ん
も
大
喜
び
し
て
た
け
ど
、

ど
う
や
っ
て
戻
れ
ば
い
い
か
分

か
ら
な
い
か
ら
、
毎
回
「
キ
ャ
ー
」

っ
て
叫
ん
で
助
け
て
も
ら
う
ん

だ
ぁ
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
会
う
の
も
楽
し
み
だ
け
ど
、

舞
桜
ち
ゃ
ん
と
壮
く
ん
の
３
人

で
一
緒
に
遊
ぶ
の
が
一
番
大
好

き
☆
　
早
く
歩
け
る
よ
う
に
な

ら
な
い
か
な
〜
。

（
下
小
口
）

　
　
　
お
父
さ
ん   

齋
藤
　
勇
吉

　
　
　
お
母
さ
ん   

　
　
　
絹
代

（
秋
田
）

　
　
　
お
父
さ
ん   

稲
垣
　
学

　
　
　
お
母
さ
ん   

　  

真
理
子

情報課　広報統計グループ　　295-1111 内線162 595-1030
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Ｅメールアドレス　　info@town.oguchi.lg.jp

人　口 計　21,333人　 男性　10,801人（前月比　＋11人）
（6月1日現在） 女性　10,532人（前月比　＋24人）
世帯数 7,259世帯（前月比　＋13世帯）
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今
年
の
5
月
は
本
当
に
雨
が
多
か
っ

た
で
す
ね
〜
（
泣
）。
今
月
号
は
苗
植
え

の
取
材
が
多
か
っ
た
の
で
日
照
時
間
と
か

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ス
ク
ス
ク
と

育
つ
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
　

『
B
e

A
m
b
i
t
i
o
u
s
』
の
コ
ー

ナ
ー
を
こ
れ
で
3
回
取
材
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
三
人
共
か
ら
「
大
口
町
が
大

好
き
！
　
ず
っ
と
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
い
」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
嬉
し
い
言
葉
で
す
よ
ね
。
な
ん
か
、
ジ

〜
ン
と
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
若
い
力
を

も
っ
と
も
っ
と
行
政
に
活
か
せ
る
よ
う
に
、

微
力
な
が
ら
も
お
手
伝
い
で
き
た
ら
な
と

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
取
材
頑
張
り

ま
〜
す
！
　
 
（
す
も
も
・
た
ー
ぼ
ー
）

伊
藤
　
い
づ
み
さ
ん

　
　
　
朔
弥
く
ん

　
　
　
友
希
ち
ゃ
ん
　 H
13
・
12
・
25
生

H
16
・
10
・
21
生

下小口
○
月
×
日
　
友
希
は
お
兄
ち
ゃ
ん
が

大
好
き
。
い
つ
も
朔
弥
の
後
を
追
っ

か
け
て
る
よ
ね
。
今
日
も
、
友
希
が

2
階
で
お
昼
寝
し
て
い
て
、
目
覚
め

た
ら
朔
弥
が
い
な
い
も
ん
だ
か
ら
大

慌
て
。
寝
ぼ
け
ま
な
こ
で
、
階
段
を

降
り
よ
う
と
す
る
も
の
だ
か
ら
、
ゴ

ロ
ゴ
ロ
バ
タ
ー
ン
！
友
希
、
そ
ん
な

に
心
配
し
な
く
て
も
大
丈
夫
、
お
兄

ち
ゃ
ん
は
ど
こ
に
も
い
か
な
い
よ
（
笑
）。

○
月
×
日
　
寒
い
日
が
続
い
た
か
ら
、

2
人
と
も
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
っ
て

鼻
水
タ
ラ
ー
ン
。
朔
弥
が
テ
ィ
ッ
シ

ュ
を
取
っ
て
、
鼻
を
チ
ー
ン
。
す
る

と
友
希
も
ま
ね
っ
こ
し
て
、
チ
ー
ン
。

ま
た
朔
弥
が
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
取
っ
た

と
思
っ
た
ら
、
今
度
は
友
希
の
お
鼻

を
拭
い
て
あ
げ
た
ね
。
朔
弥
は
ホ
ン

ト
に
優
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
ね
。

○
月
×
日
　
大
好
き
な
テ
レ
ビ
は
『
ぐ

る
ぐ
る
ド
ッ
カ
ー
ン
』
2
人
し
て
リ

ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
踊
る
よ
ね
。
友
希

も
一
生
懸
命
に
真
似
し
て
踊
っ
て
、

そ
ん
な
ふ
た
り
の
う
し
ろ
姿
は
な
ん

と
も
か
わ
い
く
て
、
マ
マ
が
ほ
っ
と

心
が
和
む
ひ
と
と
き
だ
よ
♪
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